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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 1

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

2

3
菊池市女性の会チャ
リティー「初春のつ
どい」13:30 ～
菊文館

4
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）菊中公

5
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

6
県司法書士会
無料相談会
10:00 ～15:00
菊中公
すくすく講座
10:30 ～児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

7
６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

8
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

９
生涯学習フェスティ
バル10:00～開会
菊文館
きくちおはなしのも
りかい
10:30 ～菊公図
しすいっ子童話会の
おはなし会
11:00～泗　図

12
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
育児相談 
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）菊中公
年金出張相談
10:00 ～15:00

（要予約）菊中公
行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公

第10回菊池
わいふのひなまつり
～３/17日まで
菊池夢美術館および
隈府一帯

10
第8回
市民スポレク祭 
9:00 ～
菊池市総合体育館

11 13
すくすく講座
10:30 ～児童セ

14 15
献血
9:30 ～11:30
12:30 ～16:00
泗支所
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30
菊中公

16
おたのしみかい
10:00 ～菊公図
西郷隆文氏講演会
9:00開場
9:30開会
七　公
古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

20
すくすく講座
10:30 ～児童セ
３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）七多セ
津留今朝寿オープ
ンスクール～菊池
一族ゆかりの女性
～「 ド・ ロ ー ラ・
セツコ」13:30 ～
菊池夢美術館

17
おたのしみ会
14:00 ～泗　図

18
健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）旭支所

19
育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
認知症サポーター
養成講座
14:00 ～菊中公

21
道の駅泗水養生市
場リニューアル
オープン
9:00開店
道の駅泗水
行政無料相談
13:00 ～16:00
泗支所

22
おはなしの部屋 
11:00 ～泗　図
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

23
きくちおはなしのも
りかい
10:30 ～菊公図
しすいっ子童話会の
おはなし会
11:00～泗　図
菊池市認知症市民
フォーラム
12:50受付
13:20開演
泗　ホ

27
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
すくすく講座
10:30 ～児童セ
津留今朝寿オープ
ンスクール～菊池
一 族 ゆ か り の 女
性 ～「 徳 冨 愛 子 」
13:30 ～
菊池夢美術館

24
軽トラ朝市 
7:00 ～12:00
迎町・中央通り・立町

25
健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）七多セ
納税相談夜間窓口
～３/1まで
～20:00
徴税課

26
2歳児歯科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
もの忘れ相談会
13:30 ～16:00
菊中公

28
認知症介護家族の
つどい
13:30 ～ 15:30
菊中公

3/1
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

3/2

3/3 3/4
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）菊中公

3/5
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

3/6
津留今朝寿オープ
ンスクール～菊池
一 族 ゆ か り の 女
性 ～「 龍 愛 加 那 」
13:30 ～
菊池夢美術館

3/7 3/8
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

3/9
第４回
菊池市ボランティア
連絡協議会交流会 
13:30 ～菊文館

▼
第
56
回
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
広
報
き
く
ち
が
初
の

グ
ラ
ン
プ
リ
（
熊
日
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
菊
池
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
▼
職

場
の
同
僚
、
そ
し
て
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
に
も
感
謝
。
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
▼
菊
池
市
成
人
式
で
は
、

ま
ち
の
将
来
を
担
う
若
人
た
ち

が
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
二
十
歳
の
誓
い
で
は
、

両
親
や
先
生
、
仲
間
へ
の
感
謝

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
▼
人
は

支
え
合
い
助
け
合
う
こ
と
で
何

か
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
せ
わ
し
な
く

心
に
余
裕
が
な
い
と
き
こ
そ
、

周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
思
い
出
し
、
自
分
を
見
つ
め

直
す
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　

野
中



Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
菊池市消防団出初式は１月
20 日、菊池公園多目的グ
ラウンドで開催されました。
表紙は、通常点検を披露す
る花房保育園幼年消防クラ
ブの園児たち。指揮者の号
令に「はい！」と返事する
園児の元気な声がグラウン
ド中に響き渡りました。（関
連記事 11 ページ）

12 月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：51,310 人 －７
男　性：24,669 人 －６
女　性：26,641 人 －１
世　帯：18,408 世帯 － 18

年齢別人口 
～ 14 歳 ： 6,741 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 30,262 人 59%
65 歳～ ： 14,307 人 28%

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

　菊池市老人クラブ連合会社交ダンスクラブは昭和 58 年創部。今年で 30
周年を迎える。毎年菊池市老人クラブ芸能大会などに出場し、平成 23 年
のねんりんピック熊本大会では地域文化伝承部門に出場。全国的にも珍し
い活動事例として会場をにぎわせた。中島さんは、「出場までは苦労もあ
りましたが、今まで以上に会員の絆が深まりました」と目を細める。
　「健康は姿勢から。社交ダンスの運動量は散歩で歩く程度です。生きが
いづくりのためにもぜひ始めてみませんか」と会員も募集中。中島さんの
優雅なダンスと優しい笑顔が、人々を健康長寿なまちへと導いていく。

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
軽
や
か
な
ス
テ
ッ

プ
を
披
露
す
る
中
島
さ
ん
。
菊
池
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
講
師
を

務
め
て
７
年
に
な
る
。

　

社
交
ダ
ン
ス
を
始
め
た
の
は
53
歳
の
と
き
。

「
地
元
の
婦
人
会
か
ら
加
勢
を
頼
ま
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
」。
社
交
ダ
ン
ス
の
楽

し
さ
を
知
っ
た
中
島
さ
ん
は
そ
の
後
、
地
元

の
社
交
ダ
ン
ス
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
り
、

そ
の
魅
力
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

社
交
ダ
ン
ス
の
虜
に
な
っ
た
中
島
さ
ん
。

自
他
共
に
認
め
る
努
力
家
で
も
あ
り
、「
や

り
始
め
た
か
ら
に
は
も
っ
と
上
達
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
熊
本
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン

ス
協
会
に
入
会
。
元
々
物
覚
え
が
良
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
見
る
見
る
う
ち
に
上
達
し
て

い
っ
た
。「
指
導
者
の
資
格
を
取
れ
ば
人
の

た
め
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
」
と
、
平
成
９

年
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
指
導
者
資
格
３

級
試
験
を
受
験
。
見
事
一
発
合
格
を
果
た
し

た
。
中
島
さ
ん
は
「
合
格
す
る
自
信
が
あ
っ

た
」
と
得
意
気
に
当
時
を
語
る
。

　

平
成
18
年
、
社
交
ダ
ン
ス
を
教
え
て
ほ
し

い
と
誘
わ
れ
、
菊
池
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
に
入
会
。
以
来
週
１
回

の
ペ
ー
ス
で
指
導
に
励
ん
で
い
る
。「
細
か

い
技
術
よ
り
も
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
大
事
」

と
思
い
を
語
る
中
島
さ
ん
。
ダ
ン
ス
の
振
り

付
け
を
考
え
る
と
き
は
、
体
だ
け
で
な
く
頭

も
使
う
よ
う
に
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
し
か
も
難
し
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。「
社
交
ダ
ン
ス
は

私
の
生
き
が
い
で
あ
り
、
生
活
の
一
部
。
そ

の
ダ
ン
ス
で
一
人
で
も
多
く
の
人
が
健
康
で

元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
せ
で
す
」。

投票日

　菊池市選挙管理委員会は、４月 23 日㈫任期満了
による菊池市長選挙の期日を決定しました。
告示日　４月７日㈰
立候補受付時間　午前８時 30 分～午後５時
立候補受付場所　市役所本庁舎３階大会議室
立候補予定者届出事務説明会
　立候補するときは、公職選挙法などに規定された
各種の届け出書類が必要です。また、選挙の際は選
挙運動や収支報告などが必要となってきます。立候
補予定者の届け出事務説明会を次の日程で行います
ので、関係者の皆さん（立候補予定者、総括主宰予
定者、出納責任予定者）はご出席ください。
◦と　き　３月 27 日㈬午前 9 時 30 分
◦ところ　市役所庁舎３階大会議室
問い合わせ先
　菊池市選挙管理委員会
　☎ 0968（25）7201

４月14 日㈰
午前７時～午後７時

菊池市長選挙 ３ 菊池人
中島昭三郎さん

４ 平成 23 年度決算

菊池市の家計簿
６ 市県民税・所得税申告のしおり
８ 未来へはばたく菊池の新成人たち

二十歳の誓い
10 菊池市幼稚園民営化検討委員会からの

答申がありました
11 平成 25 年菊池市消防団出初式
12 TOPICS

宝くじ助成事業で区用備品を整備／無理のない運動で健康長生き！
／大きく育ってね　ヤマメの稚魚を放流／菊之池小学校剣道部　低
学年の部で優勝！／チューリップの植え付けを行いました／菊池北
中卒業生が菊池公園に桜を寄贈／人権週間街頭啓発活動／第５回菊
池ふるさとかるた大会／菊之池小学校に校旗が寄贈されました／わ
たしにもできる！救命・応急手当／旭志中学校生が一人暮らしの
人へ花を配布／末廣勝也さんと山代正治さんが熊本県功労者表彰／

“めでたやのー”稗方区で「嫁とり祭り」／菊池女子高生と高齢者「笑
顔の交流会」／大きいね！迫水小学校に巨大門松／黒田章さんが県
身体障害者福祉団体連合会表彰／龍門小学校の卒業生が閉校記念授
業を開催／第 22 回子ども囲碁・将棋大会／中日ドラゴンズ荒木雅
博選手講演会／佐々龍一さんへ法務大臣感謝状贈呈

17 国民年金情報

18 健康だより
子どもの発達と大人の関わり方
献血にご協力ください／歯ッピーキッズ

20 文芸きくち
図書だより

22 シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

24 情報つう
▼お知らせ
軽自動車の廃車・変更・移転手続きはお済みですか？／農用地利
用計画の変更申出書を受け付けます／介護予防ミニ講座／菊池市
民交通災害共済の取り扱いが変わります／成年後見制度をご存知
ですか／市有財産（車両）を一般競争入札により公売します／鶏・
山羊・猪などを飼っている人へ／２月から上下水道料金などのコ
ンビニ収納が始まります！／公園の名前が決定しました！／ス
ポーツ安全保険に加入しましょう！／公共事業入札の公表／菊池
市奨学資金貸付の申請を受け付けます／大学通信教育合同入学説
明会／剪定枝などをごみに出すときの注意！／求職者支援制度／
菊池市の放射線量
▼募集

「憩いの森公園」の育みの園利用者を募集します／菊池養生園保健
組合職員募集／岩本住宅（旭志）入居者募集！／外壁に絵を描い
てみませんか／菊池さくら基金・さくらサポーター募集！
▼相談・イベント・市民の広場ほか
こころの相談／もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／納税
相談夜間窓口を開設します／市民の広場／派遣労働者セミナー／
司法書士会無料相談所開設／再就職・職場定着支援セミナー（熊
本労働局委託事業）／西郷隆文氏講演会／津留今朝寿オープンス
クール～菊池一族ゆかりの女性～／認知症サポーター養成講座／
第９回文化財研修会／すくすく講座開催／道の駅泗水　養生市場
リニューアルオープン／訪問看護師養成研修を開催します／本活
フェア（ブックリサイクルフェア）／平成 24 年度菊池市認知症市
民フォーラム／休日在宅当番医／ハッピーバースデー　ほか

菊 池 人
老連社交ダンスクラブ講師

中
な か し ま

島昭
し ょ う ざ ぶ ろ う

三郎さん（84歳・切明）18

社
交
ダ
ン
ス
で

　
健
康
長
寿
の
ま
ち
へ
─
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菊
池
市
の
家
計
簿

平
成
23
年
度
決
算

問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

歳入決算額

258億 3,099 万４千円

歳出決算額

241億 2,669 万３千円

用語の説明

平
成
24
年
12
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
た
、

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
平
成
23
年
度
決
算
と
は
、
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
歳
入

歳
出
の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模

は
、
歳
入
２
５
８
億
３
０
９
９
万
４
千

円
（
対
前
年
度
比
４・
１
％
減
）、
歳
出

２
４
１
億
２
６
６
９
万
３
千
円
（
対
前
年
度

比
８・
１
％
減
）
で
、
歳
入
歳
出
の
差
額
は

17
億
４
３
０
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼平成 23 年度各特別会計別決算状況

会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 66 億 9,925 万円 66 億 7,269 万７千円

後期高齢者医療事業特別会計 4 億 8,676 万４千円 4 億 8,598 万７千円

介護保険事業特別会計 49 億 1,633 万６千円 47 億 7,947 万６千円

簡易水道事業特別会計 4 億 229 万１千円 3 億 9,482 万８千円

公共下水道事業特別会計 9 億 5,880 万３千円 9 億 5,850 万９千円

特定環境保全公共下水道事業
特別会計 5 億 3,985 万７千円 5 億 3,810 万円

地域生活排水処理事業特別会計 9,655 万６千円 9,197 万１千円

農業集落排水事業特別会計 4 億 3,763 万２千円 4 億 3,763 万２千円

特別養護老人ホーム特別会計 6 億 5,515 万９千円 6 億 5,425 万７千円

平成 23 年度に納められたお金（一般会計・市税）市民１人当たり換算＝ 98,830 円
平成 23 年度に使われたお金（一般会計）市民１人当たり換算＝ 471,473 円

※平成 24 年３月末人口：51,173 人で算出▼費目ごとの内訳

市税
市民税や固定資産税など、
皆さんに納めていただいたお金
分担金および負担金
保育所の保育料などとして入ってきたお金
使用料および手数料
公営住宅の家賃などとして入ってきたお金
財産収入・寄附金・諸収入
市が持っている土地や建物の
貸し付けなどで入ってきたお金
繰入金
基金などから繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
市債
市が国などから借りたお金
県支出金
市の特定事業に対して、県から交付されたお金
国庫支出金
市の特定事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税
国税（所得税・法人税・酒税など）の一部から、
市の財政状況に応じて交付されたお金
地方譲与税・交付金など
国税の一部を一定の基準で市に譲与されたお金
自主財源
市税や負担金などで、
市が自主的に収入しているもの
依存財源
地方交付税や国・県支出金および市債などで、
市が自主的に収入を確保できないもの

▼市債および基金の現在高（一般会計）

区　分 平成 23 年度末
現在高

市民１人当たり
換算

市債（国などから借りたお金） 267 億 994 万円 521,954 円

基金（市が蓄えているお金） 98 億 9,871 万７千円 193,436 円

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※平成 23 年３月末人口：51,173 人で算出

議会費 5,368 円
議会中継システムなど

農林水産業費 35,923 円

教育費 41,318 円

総務費 55,707 円

商工費 7,033 円

災害復旧費 1,158 円
農林水産業・土木施設災害
復旧など

民生費 162,451 円

土木費 56,304 円

公債費 55,155 円
市の借金返済

衛生費 35,727 円

消防費 15,328 円
消防団経費
防災・災害対策経費など 平

成
23
年
度
は
、
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た

各
種
経
済
危
機
対
策
交
付
金
に
係
る
事
業

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
歳
入
歳
出
と
も

前
年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財

源
で
あ
る
市
税
の
収
入
状
況
は
、
景
気
低
迷
の

中
わ
ず
か
に
対
前
年
２・
６
％
増
と
な
っ
た
も
の

の
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
の
主
な
も
の

と
し
て
、
経
済
対
策
事
業
（
舗
装
補
修
）、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
隈
府
中
央
地
区
都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
事
業
、
道
路
整
備
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ブランド推進事業
市有林造成事業
各物産館経費
地籍調査事業など

小中学校管理経費
文化会館経費
体育施設管理経費
図書経費
斑蛇口湖ボート場経費など

光ブロードバンド整備
コミュニティバス
乗合タクシー運行
国際交流事業
太陽光発電施設設置費補助
金など

市内まつり
観光施設整備
軽トラ朝市など

乳幼児等医療費
子ども手当
児童育成クラブ経費
老人福祉センター建設
保育園経費など

道路整備
公園整備
市営住宅経費
河川清掃など

ごみ収集運搬
エコヴィレッジ旭管理経費
各種検診・予防接種など
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市 県 民 税・所 得 税 申 告 の し お り
申告期間 ２月18日㈪～３月15日㈮　　　　　（土・日曜を除く） 問い合わせ先

税務課市民税係　☎0968（25）7206

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
確
定
申
告
の
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
画
面
案
内
に
従
い
金
額
な
ど

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
書

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
作
成

す
る
と
、
電
子
申
告
（e

－Tax

）

に
よ
り
申
告
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
はe

－Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金

額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税

す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま

す
。
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出

は
、
郵
送
な
ど
で
も
結
構
で
す
。
早
め

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、
会

場
が
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期
限

◦
申
告
所
得
税

　
３
月
15
日
㈮

◦
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
４
月
１
日
㈪

振
替
納
税
の
振
替
日

◦
申
告
所
得
税

　
４
月
22
日
㈪

◦
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
４
月
24
日
㈬

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合

や
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
税

が
か
か
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
還
付
金
の
受
け
取

り
に
は
、
口
座
振
込
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
作
成
し
た
確
定
申
告
書

の
所
定
の
欄
に
、
受
け
取
り
を
希

望
す
る
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座

（
本
人
名
義
に
限
る
）
の
口
座
番

号
な
ど
を
記
載
す
れ
ば
、
受
け
取

り
に
行
く
手
間
が
省
け
、
し
か
も

安
全
で
確
実
で
す
。

　
詳
し
く
は
菊
池
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
提
供
し
て
い
ま
す

確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

還
付
金
の
受
け
取
り
は

口
座
振
込
が
便
利
で
す

税
務
署
か
ら

問
い
合
わ
せ
先

　

 

菊
池
税
務
署　
☎
０
９
６
８（
25
）２
１
２
１

２月の「税」の納期限
２月 28 日㈭

問い合わせ先 
　税務課市民税係　☎ 0968(25)7206

　●国民健康保険税　第８期
※口座振替を利用している人は、

２月 25 日㈪に振替を行います
ので残高の確認をお願いします。

　

市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
は
、

市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の

算
出
基
礎
に
な
る
も
の
で
す
。
申

告
し
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
税
証

明
書
な
ど
の
発
行
が
で
き
な
か
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株
式
）

な
ど
の
あ
る
人
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人
、
肉
用
牛

売
却
所
得
の
免
税
を
受
け
る
人

は
税
務
署
で
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
本

市
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
前
年
中

に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人
は
申
告

が
必
要
で
す
。

◆�

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る

人
◦�

中
途
退
職
な
ど
に
よ
り
、
年
末

調
整
が
で
き
て
い
な
い

◦�

給
与
所
得
の
他
に
、
家
賃
や
小

作
料
、
農
業
所
得
、
雑
所
得
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た

◦�

医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
な

ど
を
受
け
る

◦�

本
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い(

提
出
の
有
無

は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い)

◦�

２
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
た

◆�

営
業
、
農
業
、
保
険
外
交
員
そ

の
他
事
業
、
不
動
産
、
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人

　

前
年
中
に
病
気
や
失
業
な
ど
で

所
得
の
無
か
っ
た
人
、
遺
族
年
金

や
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
て

他
に
所
得
が
な
い
人
も
申
告
が
必

要
で
す
。

◆�

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
本
市
に
提
出
さ
れ
、
他
に
所
得

の
な
い
人

◆�

税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人

※�

税
務
署
か
ら
封
書
が
送
ら
れ
て

い
る
人
は
税
務
署
で
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

昭
和
23
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
65
歳
以
上
で
収
入
が
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の
み
。

支
給
額
が
１
４
８
万
円
以
下
の

人
。

※�

た
だ
し
、
営
業
・
農
業
・
不
動

産
（
小
作
料
含
む
）・
そ
の
他
の

所
得
が
あ
る
人
は
除
き
ま
す
。

　

申
告
時
に
は
必
ず
「
収
支
内
訳

書
」
を
記
入
し
て
申
告
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
作
成
し
て
い
な
い
人

は
、
作
成
終
了
後
に
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
農
業
収
入
の
あ
る
人

は
、
農
業
収
支
内
訳
書
を
市
役
所

ま
た
は
税
務
署
か
ら
送
付
し
て
い

る
農
業
収
支
内
訳
書
に
記
入
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

　

所
得
額
か
ら
差
し
引
く
（
控
除

す
る
）
も
の
が
あ
れ
ば
、
必
ず
証

明
書
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
印
か
ん
（
認
印
）

◆�

収
入
（
所
得
）
を
証
明
で
き
る

資
料

◦�

源
泉
徴
収
票
（
公
的
年
金
含
む
）、

支
払
い
証
明
書

◦��
農
業
所
得
や
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内

訳
書
（
記
入
済
み
）、
帳
簿
類
、

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
（
明

細
書
な
ど
）

◆�

各
種
領
収
書
（
収
支
内
訳
書
に

記
入
さ
れ
て
い
る
人
は
不
要
）
ま

た
は
証
明
書

◆�

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
（
個
人

ご
と
に
仕
分
け
し
、
そ
れ
を
病
院

ご
と
に
仕
分
け
し
て
計
算
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
）、
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
、
社
会
保
険

料
（
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年

金
な
ど
）、
障
害
者
手
帳
、
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

◆�

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望

す
る
人
は
、
通
帳
と
通
帳
届
出
印

か
ん

　

販
売
伝
票
や
必
要
経
費
の
領
収
書

を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
へ
記
入
し

て
申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
収
支

内
訳
書
の
作
成
が
な
い
場
合
は
、
そ

の
場
で
自
書
に
よ
る
作
成
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
受
け

付
け
順
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

前
回
、
農
業
収
入
の
申
告
を
市
役

所
で
行
っ
て
い
る
人
に
は
、
１
月

中
旬
に
収
支
内
訳
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
税
務
署
か
ら
確
定
申
告

書
の
送
付
が
あ
る
人
は
、
同
封
さ

れ
て
い
る
収
支
内
訳
書
を
使
用
し

て
税
務
署
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。�

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
は
、
基
準
に

応
じ
て
障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障

害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
告
の
際
に
は
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
高
齢
支
援
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
民
生
課
か
ら
認
定
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

例
年
ど
お
り
市
内
全
域
に
地
区
割

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
会
場
で
も

申
告
で
き
ま
す
。
期
間
の
後
半
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
申
告
を
済
ま
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
会
場

◦
税
務
課
（
４
番
窓
口
）

◦
七
城
総
合
支
所
１
階　
申
告
会
場

◦
旭
志
総
合
支
所
１
階　
申
告
会
場

◦
泗
水
総
合
支
所
２
階　
大
会
議
室

受
付
時
間

◦
午
前
８
時
40
分
～
11
時

◦
午
後
１
時
～
４
時

期
間
内
の

申
告
を
忘
れ
ず
に

申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
人

事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

市
県
民
税
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

市
県
民
税
の

申
告
受
付
会
場

農
業
収
入
の
あ
る
人

要
介
護
者
の
障
害
者
控
除

所
得
の
な
か
っ
た
人
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
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Oath of Twenty

未来へはばたく菊池の新成人たち

菊池市成人式は１月13日
菊池市文化会館大ホールで開催され
616人（男321人、女295人）が新成人となり
大人への一歩を踏み出しました。

二十歳の誓い

成人を迎えた私たちの門出に対
し、このような盛大な式典を

催していただき、誠にありがとうご
ざいます。また、お祝いや激励のお
言葉をいただきました、市長さまを
はじめ、ご来賓の皆さま、さらに本
日ご出席いただきました皆さまに、
新成人を代表して心より感謝申し
上げます。
　そして、今日まで私たちを育て、
励まし、ご指導いただきました家族
や先生方、地域の皆さまに、本日私
たちが無事成人を迎えたことをこ
こにご報告するとともに、感謝の
気持ちをお伝えしたいと思います。
　東日本大震災から３年が経ち、
徐々に復興してきましたが、まだま
だ先の見えない状況です。さらに経
済的不況が続くことで、厳しい時代
となるでしょう。そこで必要になっ
てくるのは、私たち新成人のような
若者のエネルギーではないでしょ
うか。成人として晴れの門出を迎
えた今、大人としての自覚を持ち、
責任ある社会人としての決意をこ
こに誓い、これからの人生を歩んで
いきたいと思います。どうか、これ
からも温かい目でご指導、ご鞭撻い
ただきますようお願いいたします。
　簡単ではございますが、これを
もって新成人の挨拶とさせていた
だきます。本日は誠にありがとう
ございました。

私たちが成人として歩みだす時、
このように盛大な成人式を開

催していただき、誠にありがとうご
ざいます。これまで、共に支え合い、
友情を築いてきた友人たちととも
に、私が生まれ育ったこの菊池で成
人の日を迎えることができました
ことを、とてもうれしく思います。
　思い出せば、この 20 年間本当に
いろいろなことがありました。時に
はぶつかりながらも沢山笑いあっ
たかけがえのない仲間たち、我が子
のように接し、指導していただい
た先生方、そしてなにより、今日
という日を一番楽しみにし、厳し
い中にも大切に育ててくれた両親、
出会えた全ての人に感謝の気持ち
でいっぱいです。
　私は現在、社会に貢献できる大人
を目指し、地域の人々との交流を大
切にしながら、仕事に取り組んでい
ます。これから先、どんな困難が
やってこようとも、成人としての
自覚と責任を持ち、自分のために、
人のために精一杯努力していこう
と思います。
　最後になりましたが、お祝いや激
励の言葉をいただいた菊池市長さ
まをはじめ、ご来賓の皆さま、今
も変わりなく私たちを応援してく
ださっている恩師の先生方に心よ
り感謝申し上げ、私の誓いの言葉
とさせていただきます。

本日は、私たちが成人を迎える
にあたり、このような盛大な

式典を開いていただき、誠にあり
がとうございます。
　これまで、共に学び、親しんで
きた友人とともに、成人式という
大切な日をこの菊池で迎えられる
ことを大変うれしく思います。
　この 20 年間、私たちは多くの
人々に支えられながら成長させて
もらいました。
　まず、多くの時間を共有した仲間
たち、そして、時には厳しく、時に
は優しく指導してくださった先生
方、最後に地域の皆さまとの出会
いです。そして何より、今まで温
かく見守り続けてくれた家族には、
感謝の気持ちでいっぱいです。
　これからは、これまで以上に自分
の行動に責任を持ち、周りの人に
対する感謝の気持ちを忘れず、社
会の一員として一層貢献できるよ
うに努力していきたいと思います。
　本日は、市長さまをはじめ、多く
の来賓の皆さんに祝福していただ
き、深く感謝を申し上げます。以上、
私の誓いのことばとさせていただ
きます。

代表３人が誓う
二十歳の決意─

社会人としての決意を胸に─ 人々との交流を大切に─ 感謝の気持ちを忘れない─

Rika Yasutake
Satomi Nakagawa

Ryo Koyama

安
やすたけ

武里
り か

夏さん 中
なかがわ

川里
さ と み

美さん 髙
こうやま

山　亮
りょう

さん

成
人
を
祝
し

大
成
を
祈
る

20

1. 成人式実行委員の皆
さ ん　2. 式 典 に は 大
勢の成人が参加した　
3. 実行委員長を務めた
明永和也さん　4.5. 友
人との久しぶりの再会
に 笑 顔 が こ ぼ れ る　
6.7.10.12 記念撮影で
にぎわう新成人たち

8.14 式典には中学校時
代の恩師も駆け付け教
え子の門出を祝った　
11.新成人の晴れ姿を見
るため多くの保護者や
親族が会場に訪れた　
9. 交通安全宣言をする
梅 田 雄 太 さ ん　13. 会
場に彩られた生け花

1

2

345

8 7 6

91011

121314
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菊
池
市
幼
稚
園

民
営
化
検
討
委
員
会
と
は

　
菊
池
市
幼
稚
園
民
営
化
検
討
委

員
会
と
は
、
菊
池
市
教
育
委
員
会

か
ら
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
調
査

審
議
し
、
教
育
委
員
会
に
対
し
答

申
す
る
ほ
か
、
教
育
委
員
会
に
対

し
自
ら
意
見
す
る
こ
と
が
で
き
る

諮
問
機
関
で
す
。

　
検
討
委
員
会
は
、学
識
経
験
者
、

公
立
幼
稚
園
保
護
者
代
表
、
私
立

幼
稚
園
経
営
者
代
表
、
私
立
幼
稚

園
保
護
者
代
表
、
地
域
を
代
表
す

る
人
の
６
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
教
育
委
員

会
が
諮
問
し
た
幼
稚
園
民
営
化
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
計
７
回

（
約
１
年
間
）
に
わ
た
り
、
幼
児

教
育
の
質
の
保
証
、
幼
稚
園
経
営

の
安
定
性
、
行
財
政
の
健
全
化
と

い
う
観
点
か
ら
慎
重
な
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申

　
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
内
容

は
、「
旭
志
幼
稚
園
を
泗
水
幼
稚

園
に
統
合
し
た
上
で
、
泗
水
幼
稚

園
を
民
営
化
す
る
案
が
最
も
適
切

で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の

変
化
、
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
政

策
の
動
向
、
菊
池
市
の
幼
稚
園
の

実
態
な
ど
現
地
調
査
を
含
め
て
検

討
さ
れ
、
公
立
幼
稚
園
の
あ
る
べ

き
将
来
像
に
つ
い
て
実
証
的
な
資

料
に
基
づ
い
て
議
論
が
重
ね
ら

れ
、
答
申
に
至
り
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
答
申
へ
の

付
帯
事
項

　
検
討
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の

過
程
で
、
保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
幼
児

期
の
適
切
な
教
育
と
保
育
の
保
証

は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

促
す
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
次
の
意
見
が
答
申
に
付

さ
れ
ま
し
た
。

①�

平
成
25
年
度
の
旭
志
幼
稚
園
入

園
児
の
卒
園
保
証

②�

旭
志
幼
稚
園
の
統
合
に
伴
う
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
通
園
手
段

の
確
保
お
よ
び
負
担
軽
減
策
の

検
討

③�
旭
志
幼
稚
園
統
合
に
伴
う
泗
水

菊
池
市
消
防
団
出
初
式
は
、

菊
池
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
岩い
わ
き木
憲の
り
ふ
み文
団
長

以
下
1
3
3
5
人
の
団
員
が
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
４
列
に
整
列

し
て
規
律
や
服
装
な
ど
を
点
検
す

る
通
常
点
検
を
実
施
。
迫
力
満
点

の
一
斉
放
水
で
は
、
寒
空
に
色
と

り
ど
り
の
ア
ー
チ
が
描
か
れ
、
団

員
た
ち
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
で
は
、水
源
小
学
校
、

七
城
小
学
校
、
七
城
中
学
校
の
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
も
通
常
点
検
を
披

露
。
さ
ら
に
花
房
保
育
園
、
田
島

保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
通
常
点
検
も

行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
競
技
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優
勝　
第
13
分
団（
泗
水
方
面
隊
）

２
位　
第
15
分
団（
泗
水
方
面
隊
）

３
位　
第
10
分
団（
七
城
方
面
隊
）

幼
稚
園
の
環
境
整
備

④�

民
営
化
移
行
時
に
お
け
る
保
護

者
説
明
会
の
開
催

⑤�

教
育
・
保
育
方
針
の
尊
重
と
継

続
性
の
保
証

⑥�

旭
志
幼
稚
園
跡
地
の
子
育
て
支

援
拠
点
と
し
て
の
活
用

今
後
の
教
育
委
員
会
の

取
り
組
み

　
教
育
委
員
会
で
は
、
検
討
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
尊
重
し
な
が

ら
、
公
立
幼
稚
園
の
統
合
・
民
営

化
を
は
じ
め
、
菊
池
市
に
お
け
る

幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
、
地

域
住
民
な
ど
へ
の
説
明
を
行
い
、

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
児
童
数
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
な
か
で
、
良
好
な
幼
児
教

育
環
境
を
整
え
、
就
学
前
教
育
の

質
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ

う
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

菊
池
市
幼
稚
園

民
営
化
検
討
委
員
会
か
ら
の

答
申
が
あ
り
ま
し
た

菊
池
市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
1
月
27
日
付
で
、
菊
池
市
幼
稚
園

民
営
化
検
討
委
員
会
に
、「
菊
池
市
幼
稚
園
の
民
営
化
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
こ
と
」
に
つ
い
て
諮

問
し
ま
し
た
。

古
こ が

賀倫
のりつぐ

嗣会長（左）から有
あ り た

田征
せ い じ

二教育委員長（右）へ答申書提出

2

9

6

1

10

11

3

4

5

78

菊池を守る人々の競演
菊池市
消防団出初式平成25年

1. 七城小少年消防クラブ　2. 通常点検　3. 総指揮を執った緒方一敏副団長　4. 岩木団長　5. 女性消防
隊　6.11. 閉校を控え最後の出場となった水源小少年消防クラブ　7. ラッパ隊による演奏　8. 菊池の文
字を背負う団員たち　9. 通常点検で優勝し表彰を受ける第 13 分団　10. 田島保育園幼年消防クラブ
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12　
　３

チューリップの植え付けを
行いました

　菊池美容組合菊池支部（緒
お が た

方和
か ず よ

代支部長）が、
夫
め お と ざ く ら

婦桜花壇にチューリップの植え付けを行いまし
た。同組合は、毎年 12 月にボランティアでチュー
リップの植え付けを行っており今年で７回目。植え
られたチューリップは、春になると色とりどりの花
を咲かせ、本市を訪れる人々の目を楽しませていま
す。
　例年 3 月中旬から 4 月にかけてが見ごろとなっ
ています。早朝からの作業お疲れさまでした。

チューリップの植え付け作業を行う組合員の皆さん

12　
　10 人権週間街頭啓発活動

12　
　10

菊池北中卒業生が
菊池公園に桜を寄贈

　昭和 44 年に菊池北中学校を卒業した皆さんか
ら、還暦を迎える記念として菊池公園に桜２本の寄
贈がありました。
　これは、卒業生の皆さんが「桜の木と一緒に菊池
市の発展、未来を担う子どもたちの成長を見守りた
い。今生きていることに感謝し、これからも健康で
楽しく過ごせることを祈念」して植樹されたもので
す。寄贈ありがとうございました。

12　
　15

真剣な表情でかるたに挑む児童たち

　菊池ふるさとかるた大会が、市内児童を対象に菊
池市総合体育館メインアリーナで開催されました。
市内小学校 12 校より 39 チーム 117 人の選手が
出場。低学年と高学年に分かれて、熱戦が繰り広げ
られました。上位の結果は次のとおりです。
高学年の部　優勝　迫水小Ｂ　準優勝　戸崎小Ｂ　
第３位　旭志小Ａ
低学年の部　優勝　泗水小Ｂ　準優勝　迫水小Ａ　
第３位　河原小Ｂ

第５回
菊池ふるさとかるた大会

菊池川上流でヤマメの稚魚を放流優勝した菊之池小の児童たち。左から北村くん、梅田くん、松永
くん

11　
　30

12　
　２

　菊池川漁業協同組合（冨
と み た

田正
せ い ご う

剛組合長）が、市内
の菊池川や迫間川など４河川でヤマメの稚魚の放流
を行いました。この放流は、同組合が九州産廃㈱と
の協力により、水環境の保全と魚種の保護などを目
的として行っているものです。
　今回は水源小学校の６年生８人が参加。児童たち
は、「大きく元気に育ちますように」との願いを込
めながら、ヤマメの稚魚約 400kg（約１万匹）を
放流しました。

大きく育ってね
ヤマメの稚魚を放流

菊之池小学校剣道部
低学年の部で優勝！

講演する中村先生

　市と市老人クラブ連合会（菊
き く か わ

川忠
ちゅういち

一会長）共催の
健康づくり講演会が、泗水公民館で開催され多くの
市民が参加しました。
　講師の中

な か む ら

村誠
せ い ぞ う

三先生（㈲ワイエス健康づくりサ
ポートセンター）は、「運動の薬、運動の毒」と題し、

「少し早足で歩くと十分な酸素を摂取することがで
きます。それを最低 10 分続けることで、脳まで酸
素を送ります」と講話。参加者は、無理のない運動
での“健康長生きの秘訣”を学びました。

無理のない運動で
健康長生き！

コミュニティ活動備品として購入した用具

11　
　14

11　
　28

宝くじ助成事業で
区用備品を整備

　コミュニティーの健全な発展を図ることを目的と
したコミュニティ助成事業により、雪野区にコミュ
ニティ活動備品（ガーデンチェアー、ガーデンテー
ブル、アルメッシュフェンス）が整備されました。
　この事業は、社会貢献広報事業費を財源として財
団法人自治総合センターが助成決定を行うもので、
今後、雪野区のますますの活性化が期待されます。

（広報きくち１月号 22 ページに掲載した内容に誤
りがありました。お詫びして訂正します）

　第 37 回春日・五福招待剣道大会は、熊本市総合
体育館で開催されました。歴史ある本大会には高学
年団体 59 チーム、低学年団体 43 チームが参加。
本市から出場した菊之池小学校剣道部が、低学年の
部で優勝しました。
　優勝した選手は次のとおりです。（敬称略）
先鋒　松

ま つ な が

永康
こ う す け

佑　（２年）
中堅　梅

う め だ

田悠
ゆ う た ろ う

太郎（３年）
大将　北

き た む ら

村壮
そ う し

志　（３年）

　山鹿人権擁護委員協議会（岩
い わ さ き

﨑義
よ し ろ う

郎会長）の委員
５人が、12 月４日から 10 日までの人権週間に併
せた取り組みとして、市内のスーパーマーケットで
買い物客に人権啓発グッズを配布しました。委員は
｢人権を大切にしましょう｣「困ったことがあったら
何でも人権擁護委員に相談してください｣ と呼びか
けました。また、高野瀬区の國

こくしょう

生文
ふ み や

弥さんが飛び入
りでオカリナを演奏する一幕もあり、和やかな中、
啓発活動を行いました。

店頭で人権啓発グッズを配布する委員の皆さん（左）
オカリナを演奏する國生文弥さん（右）

桜を寄贈した菊池北中卒業生の皆さん
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　迫水小学校（松
ま つ も と

本拓
た く や

也校長）に
巨大門松が設置されました。同校
の冨

と み な が

永康
や す ひ ろ

寛教諭が PTA 環境美化
部と一緒に製作したもので、高さ
は 3.6㍍を誇ります。冨永先生は、

「行き交う人々が立ち止まって写
真を撮ってくれます。本校は閉校
となりますが、多くの人に学校があったことを知っ
てもらえる良い機会になれば」と思いを語りました。

12　
　19

蒲島熊本県知事（中）から表彰を受けた末廣さん（左）と山代
さん（右）。受賞おめでとうございます。

末
す え ひ ろ

廣勝
か つ や

也さんと山
や ま し ろ

代正
ま さ は る

治さん
が熊本県功労者表彰

　木・竹炭製造販売業の末廣勝也さんと林業・農業
従事者の山代正治さんが、熊本県農林水産業（林業・
林産業部門）功労者表彰を受賞しました。末廣さん
は、竹酢液採取装置の開発と新案特許の取得のほか、
炭窯の焚口などで新たな技術開発を行うなど優れた
功績が認められました。山代さんは、熊本県認定の

「指導林家」として高校・大学生への林業就業体験
やボランティアによる森林づくり活動に努め、林業
後継者育成などに大いに貢献しました。

12　
　20

菊池女子高生と高齢者
「笑顔の交流会」

高齢者の皆さんに「千本槍」の演舞を披露する菊池女子高の生
徒たち

1. 門松を製作した迫水小 PTA 環境美化部の皆さん　2. 巨大門松
を前に笑顔を見せる同校６年生

12　
　21

大きいね！
迫水小学校に巨大門松

12　
　27

受賞の報告のため福村市長（右）を表敬訪問した黒田さん（左）

　黒田章さん（菊池市身体障害者福祉協議会会長）
が、熊本県身体障害者福祉団体連合会表彰で福祉団
体功労者表彰を受賞しました。これは、障がい者福
祉事業や障がい者団体の発展に 10 年以上にわたり
貢献し、特に顕著な功績が認められた人を表彰する
ものです。黒田さんは長年、身体障がい者相談員と
して相談業務の強化に尽力。同協議会協力店の普及
活動や、障がいのある人が地域で共に生きるための
意識啓発・人権教育の講演活動に取り組んでいます。

黒
く ろ だ

田章
あきら

さんが県身体障害
者福祉団体連合会表彰

消防署職員の応急手当の実演指導を真剣に聞き入る児童たち

12　
　19

旭志中学校生が
一人暮らしの人へ花を配布

　旭志中学校の生徒が、地元の 70 歳以上で一人暮
らしの高齢者 81 人に花を届けました。
　配布した花は、平成 24 年８月から育てたビオラ。
生徒たちは公民館活動推進員の指導の下、高齢者の
皆さんに花を手渡しました。
　花を受け取った一人暮らしの高齢者の皆さんは、

「ありがとうございます。大事に育てます」と笑顔
を見せていました。

松岡校長（右）に校旗を寄贈する池田さん（左）

12　
　15

　大琳寺区の池
い け だ

田正
ま さ お

男・ヨシ子夫妻から、菊之池小
学校（松

ま つ お か

岡秀
ひ で あ き

明校長）へ校旗が寄贈されました。同
校の卒業生である池田さんは、学校の行事で校旗を
見かけ古くなっていることに気が付き、お世話に
なった小学校への恩返しの思いを込めて寄贈。デザ
インは校色のオレンジを基調にしました。「学校の
旗を寄贈できてうれしいかぎりです」と池田さん。
松岡校長は、「校旗は学校の顔でもあります。大切
に使わせていただきます」と感謝を述べました。

菊之池小学校に
校旗が寄贈されました

12　
　17

　菊池広域連合消防本部が行う救命入門コースの授
業が、菊之池小学校で行われ、６年生 35 人が応急
手当の方法を学びました。この授業は、法律の改正
に伴い救命入門コースの対象年齢が引き下げられた
ことを受け、菊池広域消防本部管内で初めて実施さ
れたものです。児童は人工呼吸の方法やＡＥＤの使
い方、止血の方法などを学習。指導した消防署職員
は、「今後管内の小中学校へこの授業を広げていき
たい」と語りました。

わたしにもできる！
救命・応急手当

1

2

12　
　20

“めでたやのー”
稗方区で「嫁とり祭り」

　この祭りは、架空の花嫁花婿がネコボク（わら製
のござ）で嫁とり儀式を行うことにより五穀豊穣や
縁結び、安産などを祈願するユーモラスな祭りです。
今回の花婿役の、桒

く わ は ら

原嘉
よ し ひ ろ

博さんが座元を務め、既婚
女性が務める花嫁役は小

お が わ

川加
か よ こ

代子さん。稗方菅原神
社での神事の後、桑原さん宅に舞台を移し夫婦の杯
を交わしました。最後に「めでたやのー」と掛け声
があると、神官が「本日の結婚式はネコボクの上ま
で」と締めくくり、来場者の笑いを誘いました。

一人暮らしの高齢者に花を手渡す旭志中学校の生徒たち

ネコボクの上で杯を交わす花嫁花婿

　菊池女子高（荒
あ ら き

木元
も と こ

子校長）の生徒と地元の高齢
者による交流会が同校で開かれました。この交流会
は、若者と高齢者がふれあい相互理解を深めること
を目的として開かれたものです。
　生徒を代表して福祉科２年の矢

や の

野美
み れ い

麗さんが、「短
い時間ですが楽しんでください」とあいさつ。歌、
踊りやゲームで楽しんだ後、家庭科３年生が料理し
た大福餅やパウンドケーキのおみやげなどが振る舞
われ、最後まで笑顔の絶えない交流会となりました。
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１　
　９

中日ドラゴンズ
荒
あ ら き

木雅
ま さ ひ ろ

博選手講演会

講話する中日ドラゴンズの荒木選手

真剣に将棋を指す子どもたち

１　
　７

第２２回
子ども囲碁・将棋大会

龍門小学校の教室で、４年生当時の国語の授業を受ける卒業生と
教鞭を執る境先生

１　
　２

龍門小学校の卒業生が
閉校記念授業を開催

１　
　10

佐
さ っ さ

々龍
り ゅ う い ち

一さんへ
法務大臣感謝状贈呈

　昨年末の任期満了をもって人権擁護委員を退職し
た佐々龍一さんに、法務大臣から感謝状が贈呈され、
市役所で伝達式が行われました。佐々さんは、長年
にわたり人権侵害による相談活動や、小・中学校、
社会福祉施設などにおける人権啓発活動に尽力。地
域の人権尊重思想の普及高揚に貢献しました。
　退職にあたり、「３期９年を務めて大変な仕事だ
と痛感した。今後は一市民として差別のない明るい
まちづくりのために頑張りたい」と話しました。

左から、感謝状を伝達した熊本地方法務局山鹿支局の古
ふ る か わ ひ で と し

川英敏
支局長、佐々さん、福村市長

　中日ドラゴンズの荒木雅博選手の講演会が泗水
ホールで開催され、泗水中学校の生徒約 430 人が
参加しました。荒木選手は「夢を実現するためには、
実現可能な目標を設定し一つ一つクリアしていくこ
とが大切」と地道に努力することの大切さを熱弁。
生徒からの質問コーナーで「一番気をつけているこ
とは何ですか」との質問に対し「フライデー」と答
えるなど、時折ユーモアを交えながら会場の笑いを
誘いました。今後の荒木選手の活躍を願います。

　龍門小学校で、同校平成４年度卒業生 23 人が集
まり閉校記念授業を行いました。教壇には恩師の境

さかい

恵
け い こ

子先生が立ち、４年生当時に行っていた授業を再
現。世話人代表の池

い け べ

辺徹
とおる

さんと栗
く り は ら

原幸
さ ち こ

子さんは、「準
備は大変でしたが、同級生がたくさん集まって童心
に返り楽しむことができた」と笑顔を見せました。
　授業の最後には、20 年前に竜門ダムの完成に合
わせて埋めたタイムカプセルを開け、当時書いた作
文を発表するなど思い出話に花を咲かせました。

　

問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生課国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生課国 民 年 金 情 報
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毎月第２火曜日は年金出張相談日です
【予約制】

と　き　毎月第２火曜日
　　　　午前 10 時～午後３時
ところ　菊池中央公民館２階会議室
　事前に市民課または各総合支所民生課で
予約が必要です。厚生年金に関する手続き、
年金記録確認・質問・相談などありました
ら、気軽にご利用ください。

電
話
で
再
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す
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７
０
（
０
７
１
）
１
６
５

◦
熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
０
１
４
２

※�

電
話
す
る
場
合
は
、
手
元
に
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
か
ら
本
人

が
直
接
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

直
接
熊
本
西
年
金
事
務
所
に
取
り
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　旭志公民館で開催され、市内の小・中学生 31 人
が参加しました。成績は次のとおりです。（敬称略）
将棋（Ａパート）　優勝　石

い し ぐ ち

口閃
せ ん り

理（泗水小２年）
準優勝　城

じょう

壮
そ う い ち ろ う

一郎（隈府小４年）　３位　堀
ほ り か わ

川朝
あ さ ひ

陽
（泗水小６年）　将棋（Ｂパート）　優勝　西

に し は ま

濱正
し ょ う ご

悟
（泗水小６年）　準優勝　仲

な か み つ

光菜
な な こ

々子（菊之池小５年）
３位　松

ま つ お か

岡　怜
れ い

（菊之池小２年）　囲碁の部　優勝
芥
あくたがわ

川柊
し ゅ う ま

真（七城中１年）　準優勝　南
な ん け

家　航
わたる

（泗水
中３年）　３位　石

い し ぐ ち

口優
ゆ り

理（泗水小５年）
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子どもが言葉を覚えはじめるこ
ろ、大人は子育ての楽しさを実
感する一方で、子どもの自己主
張やしつけについて悩むことが
多い時期でもあります。この悩
みを解決するヒントは、子ども
の発達を知り、子どもを理解す
ることにあります。今回は子ど
もの発達と対応のポイントにつ
いてお伝えします。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

12
月
13
日
・
21
日
の
歯

科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
子

ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

堤つ
つ
み　
智と
も
や也　
（
○菊　
辻
）

水み
ず
か
み上
開か
い
り里　
（
○菊　
亘
）

梅う
め
だ田
匠し
ょ
う
ご悟　
（
○菊　
亘
）

城じ
ょ
う　
和か
ず
ま摩　
（
○七　
砂
田
西
団
地
）

長な
が
し
お塩
姫ひ
め
な那　
（
○七　
岡
田
）

森も
り　
淳じ
ゅ
ん
せ
い晴　
（
○七　
大
尺
）

増ま
す
な
が永　
凌り
ょ
う　
（
○七　
西
郷
）

水み
ず
か
み上　
然ぜ
ん　
（
○旭　
楠
原
）

益ま
す
だ田
愛あ
い
と斗　
（
○泗　
上
住
吉
）

平ひ
ら
い井
優ま
さ
き妃　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

榮さ
か
い　
大だ
い
き輝　
（
○泗　
田
吹
）

平ひ
ら
い井
小こ
な
つ夏　
（
○泗　
朝
日
団
地
）

河か
わ
む
ら村
妃ひ
な
の乃　
（
○泗　
桜
山
二
）

馬ば

ば場
一い
つ
き稀　
（
○泗　
富
の
原
一
）

宮み
や
た田
陽は
る
き生　
（
○泗　
薬
師
）

児こ
だ
ま玉　
凛り
ん　
（
○泗　
桜
山
四
）

坂さ
か
も
と本
京き
ょ
う
す
け介　
（
○泗　
富
）

興こ
う
ろ
ぎ梠
天あ
ま
ね音　
（
○泗　
富
の
原
北
）

古ふ
る
さ
わ澤
心こ
こ
あ彩　
（
○泗　
村
吉
）

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
磨
い
た
後
の

「
仕
上
げ
磨
き
」
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
甘
い
も
の
を
控
え
る

こ
と
」「
歯
み
が
き
を
す
る
こ
と
」「
歯

を
強
く
す
る
こ
と
」「
定
期
健
診
を
受

け
る
こ
と
」
を
心
掛
け
、
む
し
歯
ゼ
ロ

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
今
回
む
し
歯
が

あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
な
る
べ
く
早
く

歯
科
医
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

子どもの発達と
大人の関わり方

健康だより

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と　

き　

２
月
15
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

松ま
つ
む
ら村
な
つ
み
（
○菊　
北
宮
）

開ひ
ら
き　
拓た
く
み己　
（
○菊　
中
原
）

山や
ま
も
と本
千ち
ひ
ろ尋　
（
○菊　
甲
森
北
）

角か
く
だ田　
椋り
ょ
う　
（
○菊　
七
坪
）

野の
ざ
き﨑
柚ゆ
ず
き希　
（
○菊　
下
西
寺
）

西に
し
お
か岡
優ゆ
う
が雅　
（
○菊　
花
房
台
）

と
こ
ろ　

泗
水
総
合
支
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

現
在
、
４
０
０
ml
献
血
の
需
要
が

と
て
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

４
０
０
ml
の
献
血
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

服
薬
に
関
す
る
基
準
が
変
更
に

な
っ
た
こ
と
で
、
薬
を
飲
ん
で
い
る

人
で
も
献
血
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
会
場
で
医
師
が
総
合
判
断
し
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
明
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
一
緒
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

詰
め
て
も
状
況
は
改
善
し
な
い
場
合

が
多
い
で
す
。

　
「
イ
ヤ
」
を
言
葉
ど
お
り
に
受
け

止
め
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
に
含
ま

れ
た
子
ど
も
の
心
を
探
り
ま
し
ょ
う
。

「
そ
う
か
、
嫌
な
ん
だ
ね
」
と
気
持

ち
を
受
け
止
め
て
、
声
か
け
の
仕
方

を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

２
歳
代
で
見
ら
れ
る
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、「
で
き
な
い
の
に
や
り
た

が
る
」
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
お

菓
子
の
袋
を
親
が
開
け
る
と
「
自
分

で
開
け
た
か
っ
た
」
と
怒
り
ま
す
。

親
に
し
て
み
れ
ば
「
ど
う
せ
無
理
だ

か
ら
だ
め
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
子
ど
も
の
や
り
た
い
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
も
振
り
回
さ
れ

な
い
と
い
う
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

親
は
、「
分
か
っ
た
。
自
分
で
や
り

た
い
の
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
子
ど

０
歳
か
ら
１
歳

　

乳
児
期
の
赤
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
は
、

い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
一
緒
に
な
っ
て

し
ま
い
や
す
く
、
す
ぐ
に
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
特
徴
で
す
。

「
嫌
だ
！
避
け
た
い
！
じ
っ
と
し
て

い
た
く
な
い
！
」
な
ど
の
感
情
の
嵐

が
心
の
中
に
吹
き
荒
れ
、
手
足
を
ば

た
つ
か
せ
て
泣
き
出
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
母
親
が
「
お
な
か

が
す
い
た
の
？
」「
こ
れ
嫌
な
の
？
」

「
寂
し
か
っ
た
の
ね
」
な
ど
子
ど
も

が
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を

代
弁
し
な
が
ら
、
抱
き
上
げ
た
り
オ

ム
ツ
を
替
え
た
り
、
お
っ
ぱ
い
を
あ

げ
た
り
し
て
そ
の
不
快
な
状
態
を
取

り
除
く
こ
と
に
よ
り
、
後
に
子
ど
も

が
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

授
乳
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
た
り

携
帯
電
話
を
操
作
し
た
り
す
る
こ
と

は
避
け
、
赤
ち
ゃ
ん
の
目
を
見
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
前
後

　

こ
の
時
期
の
子
ど
も
は
、
大
人
の

「
○
○
持
っ
て
き
て
」「
×
×
は
ど

れ
？
」
と
い
っ
た
言
葉
を
理
解
し
て

応
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
言
葉

が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
持

て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

１
歳
半
ご
ろ
か
ら
頭
の
中
に
イ

メ
ー
ジ
を
思
い
描
け
る
よ
う
に
な
り
、

空
の
コ
ッ
プ
で
飲
む
ふ
り
を
し
た
り
、

積
み
木
を
「
お
い
し
い
ね
」
と
食
べ

る
ふ
り
を
す
る
よ
う
な
や
り
と
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
丸
い
物

は
「
ボ
ー
ル
」、４
足
の
動
物
は
「
ワ

ン
ワ
ン
」
と
い
う
よ
う
に
“
モ
ノ
”

の
共
通
性
を
見
つ
け
て
言
葉
を
使
い

始
め
ま
す
。
そ
し
て
２
歳
ご
ろ
に
か

け
て
爆
発
的
に
言
葉
の
数
が
増
え
て

い
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
何
か
を
す
る
と

き
に
は
、
必
ず
事
前
に
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。「
お
風
呂
に
入
ろ
う
ね
」「
お

散
歩
行
く
よ
」
な
ど
、
子
ど
も
が
言

葉
を
理
解
し
て
い
る
い
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
特
に
、
習
慣
的
な
行
動
で
決

ま
っ
た
言
葉
か
け
が
繰
り
返
さ
れ
る

と
、
言
葉
と
状
況
が
結
び
つ
き
や
す

く
な
り
言
語
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

２
歳
代

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
２
歳
前

後
に
な
る
と
「
パ
パ
、
お
仕
事
ね
」

な
ど
の
二
語
文
を
話
す
よ
う
に
な
り
、

言
葉
も
増
え
て
自
分
の
要
求
を
表
現

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

訳
で
は
な
く
、
自
分
の
気
持
ち
や
要

求
を
表
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で

す
。
し
か
も
「
～
し
な
い
」「
イ
ヤ
」

な
ど
の
否
定
語
で
自
分
の
気
持
ち
を

表
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
物
事
が
嫌
と
い
う
こ
と
よ

り
、
大
人
に
指
示
さ
れ
た
り
拘
束
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
嫌
と
い
う
場
合

が
多
く
、
そ
ん
な
と
き
は
何
を
言
っ

て
も
「
イ
ヤ
」
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
言
葉
ど
お
り
に
受
け
取
っ
て

「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
の
？
」
と
問
い

も
が
「
で
き
た
！
」
と
い
う
達
成
感

を
味
わ
え
る
よ
う
、
子
ど
も
に
気
付

か
れ
な
い
よ
う
に
さ
り
げ
な
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
対
応
を
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。

３
歳
代

　

３
歳
に
な
る
と
、
相
対
的
に
物
事

を
見
る
こ
と
が
で
き
始
め
ま
す
。
言

葉
の
発
達
で
は
、
単
に
物
の
名
前
だ

け
で
な
く
、
大
小
・
長
短
の
比
較
や

意
味
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
こ
う
だ
か
ら
ダ
メ
」
と
い

う
理
屈
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。「
後
で
」
や
「
今

度
ね
」
の
よ
う
な
抽
象
的
な
表
現
よ

り
は
、「
マ
マ
が
こ
れ
を
す
る
ま
で

待
っ
て
ね
」
と
い
う
言
葉
が
分
か
り

や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
大
人
と
同
じ
よ
う

に
言
葉
を
使
い
こ
な
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
は
、「
ど
う
し

て
？
」「
な
ぜ
？
」
と
聞
き
た
が
る

子
ど
も
が
多
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

理
屈
や
言
葉
の
意
味
が
分
か
り
始
め
、

「
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
考
え
て
い

ま
す
。
必
ず
し
も
専
門
的
知
識
が
必

要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
不
思
議
だ

ね
」「
○
○
ち
ゃ
ん
は
ど
う
思
う
？
」

と
答
え
て
も
良
い
の
で
す
。
子
ど
も

の
思
い
を
大
切
に
し
、
共
感
し
な
が

ら
や
り
と
り
を
楽
し
む
こ
と
で
、
子

ど
も
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
感
覚
を
抱
き
ま
す
。

４
歳
代

　

４
歳
に
な
る
と
、
過
去
・
現
在
・

未
来
と
い
う
時
間
軸
で
、「
後
で
ね
」

「
待
っ
て
て
ね
」
が
分
か
り
始
め
ま

す
。
ま
た
、
約
束
の
意
味
が
分
か
り

始
め
ま
す
。
約
束
は
子
ど
も
を
縛
る

た
め
で
な
く
、
例
え
ば
「
歯
磨
き
の

後
は
お
菓
子
を
食
べ
な
い
お
約
束

ね
」
の
よ
う
に
、
気
付
き
を
与
え

る
た
め
の
も
の
だ
と
考
え
ま
し
ょ

う
。「
静
か
に
し
て
い
た
ら
お
菓
子

を
買
っ
て
あ
げ
る
」
と
い
う
交
換
条

件
的
な
約
束
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

参
考
：「
母
子
保
健
２
０
１
１
年
12
月
号
」

 
 

寂
し
か
っ
た
の
ね

ギ
ュ
…

 
 お

買
い
物
に
行
こ
う
ね

＜１歳半＞
事前の声掛け

＜２歳＞

＜４歳＞

 
 ママ食べよっと！

おいしいな～

  お風呂の後は

寝るお約束だったよね
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と し ょ だ よ り

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
受験生のみんなに
春が訪れますように！
　　　　　　　　　コスモス

「
ぼ
く
ら
の
秘
島
探
検
隊
」

宗そ
う
だ田

　
理お
さ
む　
作

隈府小学校５年
 平

ひらかわ
川愛

え み な
巳奈さん

い
自
然
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
桜
田
組
を
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
や
っ
つ
け
る
た
め
に
沖
縄
へ

向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
ど
ろ
く
方
法
で

桜
田
組
を
け
ち
ら
し
、
英
治
た
ち
の
お
か
げ

で
沖
縄
は
、
救
わ
れ
る
の
で
し
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
１
作
目
で
あ
る
「
ぼ
く

ら
の
七
日
間
戦
争
」
は
、
映
画
に
も
な
っ
た

有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
私
が
お
す
す
め
す
る
本
は
、
ぼ
く
ら
シ

リ
ー
ズ
の
中
の「
ぼ
く
ら
の
秘
島
探
検
隊
」

と
い
う
本
で
す
。
こ
の
ぼ
く
ら
シ
リ
ー
ズ

は
、
主
人
公
た
ち
が
、
命
を
か
け
大
人

た
ち
を
や
っ
つ
け
る
物
語
で
す
。
い
つ
も
、

ど
ん
な
人
た
ち
を
や
っ
つ
け
る
の
か
な
と

楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
「
ぼ
く
ら
の
秘
島
探
検

隊
」
の
敵
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
私
が
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
も
っ
と
悪
い
人
た
ち

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
沖
縄
の
美

し
い
自
然
を
こ
わ
し
、
ゴ
ル
フ
場
を
建
て

か
え
よ
う
と
し
て
い
る
桜
田
組
と
い
う
土

建
会
社
で
し
た
。
こ
の
本
の
主
人
公
菊
池

英
治
は
、
そ
の
話
を
金
城
ま
さ
と
い
う
沖

縄
出
身
の
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
き
、
美
し

万
句
の
里
俳
句
会
　
12
月
句
会

着
々
と
進
む
宮
居
の
年
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
路　
郁
子

寒か
ん
き
ん禽

の
声
賑
や
か
に
枝
移
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
本　
ト
ミ

冬
桜
重
た
く
し
た
る
雨
し
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ひ
さ
子

時
雨
る
る
や
不
意
に
舞
ひ
込
む
計
の
知
ら

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田　
羚
子

冬
霧
の
深
さ
に
山や

ま
よ
う容

定
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田　
昭
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
12
月
例
会

産う
ぶ
ご
え声
を
待
ち
て
師
走
を
落
着
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

大
掃
除
ひ
と
日
延
ば
し
を
悔
い
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

進
路
迷
ひ
ま
だ
踏
み
出
せ
ず
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
大
寿

ひ
と
り
に
は
惜
し
き
小
春
の
日ひ

な
た
え
ん

向
緣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

妻
と
剥む

き
吊
し
て
小
さ
き
柿

か
き
す
だ
れ簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
会
　
12
月
詠
草

ラ
ジ
オ
体
操
終
え
れ
ば
明
る
く
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

霜
月
や
老
い
の
細
々
農
仕
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

川
霧
の
た
な
び
く
今
朝
の
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

む
か
ご
採
り
帽
子
逆
さ
に
揺
す
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

肥
後
狂
句
桜
会
　
12
月
例
会

好
天
気　
刈
り
払
機
の
唸
り
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻　
弘
喜

た
ん
す
貯
金　
増
え
る
ど
こ
ろ
か
消
え
と

っ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野　
清
子

ア
ラ
ア
ラ　
火
の
付
い
た
老
い
ら
く
の
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
堀　
善
教

器
用
な
も
ん　
貧
乏
神
も
養
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村　
○
子

そ
の
挙
げ
句　
競
馬
場
か
ら
歩
か
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繫
美

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
12
月
例
会

手
作
り
よ　
か
ら
い
も
だ
ご
ば
食
て
み
ん

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

空
き
店
舗　
井
戸
端
会
議
し
よ
る
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

よ
か
仏
壇　
室
か
ら
作
り
直
し
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

ね
ば
ら
れ
て　
と
う
と
う
良
か
て
言
う
た

た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井　
江
彩

手
作
り
よ　
足
づ
く
り
で
は
で
け
ん
菓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈　
好
茶�

七
城
短
歌
会
　
12
月
詠
草

中
学
生
が
届
け
て
く
れ
し
す
み
れ
草
む
ら

さ
き
花
咲
き
生
気
を
も
ら
う　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ミ
チ
エ

嫁
ぎ
来
て
未
だ
も
見
惚
れ
る
一
本
の
さ
庭

の
も
み
じ
夕
日
に
映
ゆ
る　
高
木　
　
精

履
く
事
の
な
く
し
て
逝
き
し
夫
の
靴
八
年

ぶ
り
と
し
み
じ
み
と
見
る　
木
下　
陽
子

シ
ャ
ラ
の
葉
を
紅
葉
に
染
め
し
や
わ
ら
日

を
捕
ら
え
て
日
向
ぼ
っ
こ
す
る
吾　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
間　
充
子

さ
く
ら
木
に
蔓
絡
ま
す
る
朝
鮮
の
朝
顔
花

咲
き
国
境
は
な
し　
　
　
　
岩
津　
凉
子

高
齢
者
大
学
　
12
月
歌
会

新
年
も
百
三
歳
を
ま
さ
き
く
と
屠
蘇
の
準

備
を
ね
む
ご
ろ
に
な
す　
　
氏
岡　
百
枝

朝
あ
け
の
天
草
の
海
き
ら
め
き
て
釣
舟
ひ

と
つ
留
ま
り
て
を
り　
　
　
宮
本
サ
チ
子

芒
野
は
銀
色
の
波
う
ね
り
行
き
う
ね
り
返

り
来
風
音
連
れ
て　
　
　
　
岩
根　
博
恵

今
年
ま
た
味
噌
つ
き
出
来
る
幸
せ
よ
庭
に

満
ち
ゆ
く
煮
豆
の
匂
い　
　
中
原　
光
子

朝
夕
を
寒
さ
託
ち
て
箸
を
と
る
い
よ
よ
わ

が
老
い
深
む
霜
月　
　
　
　
山
下　
菊
代

菊
池
短
歌
会
　
１
月
詠
草

み
ど
り
濃
き
榊
・
ゆ
づ
り
葉
抱
き
き
ぬ
年

越
ゆ
る
日
の
吾あ

も
歳
神
か　
中
原
ち
え
子

し
か
う
し
て
家
建
ち
並
み
し
空
き
地
ゆ
へ

吾
子
は
帰
省
の
道
に
迷
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奴
留
湯
健
蓉

藪
椿
咲
く
よ
明
る
き
草
屋
に
年
始
の
道
具

ま
た
仕
舞
ふ
な
り　
　
　
　
村
上
さ
き
江

何
時
し
ら
に
過
ぎ
ゆ
く
早
し
今
日
在
り
て

卒
寿
の
齢
給
ふ
初
春　
　
　
山
下　
菊
代

こ
の
街
に
迎
ふ
る
春
は
や
三
十
七
年
箱
根

駅
伝
ふ
る
さ
と
が
見
ゆ　
　
余
語
や
す
子

耳より情報

泗水図書館
　 55 歳からのハローライフ
　死刑囚弁護人
　ふる
　共犯
　めぐみと私の 35 年
　証言
　親子で読もう地球の歴史
　こおりのなみだ
中央公民館図書室
　137 億年の物語
　症状別みんなのストレッチ
　途中の一歩　上・下
　赤猫異聞
　てんやわんや名探偵
　３びきこりすのケーキやさん
七城公民館図書室
　佐渡の三人
　先生のお庭番
　個人備蓄の時代
　リッキのたんじょうび
旭志公民館図書室
　月の輪草子
　旅猫リポート
　いろはのかるた奉行
　たこやきかぞく

村
むらかみ

上　龍
りゅう

　著
デイヴィッド・ダウ　著

西
にし

加
か な こ

奈子　著
深
ふ か や

谷忠
た だ き

記　著
横
よ こ た

田早
さ き え

紀江　著
細
ほ そ の

野豪
ご う し

志　著
松
ま つ い

井孝
たかふみ

典　著
ジャッキー・モリス　作

クリストファー・ロイド　著
宮
み や ち

地元
もとひこ

彦　著
雫
しずくい

井脩
しゅうすけ

介　著
浅
あ さ だ

田次
じ ろ う

郎　著
杉
すぎやま

山　亮
あきら

　作
権
ご ん だ

田章
あ き え

江　作

長
ながしま

嶋　有
ゆう

　著
朝
あ さ い

井まかて　著
副
そえじま

島隆
たかひこ

彦　著
ヒド・ファン・ヘネヒテン　著

瀬
せ と う ち

戸内寂
じゃくちょう

聴　著
有
ありかわ

川　浩
ひろ

　著
長
は せ が わ

谷川義
よしふみ

史　作・絵
にしもとやすこ　作

おはなし講座②
と　き　２月９日㈯　午後１時30分～３時
ところ　泗水図書館
ゲスト　志

し き

岐有
ゆ う こ

子さん
　　　　（しみずおはなしの会ふしぎふしぎ代表）                      
内　容　 子どもたちへのお話や読み聞かせをする活動

の中で、大切にしたい事や思いを一緒に考え
てみませんか？

※申し込み・問い合わせは泗水図書館まで。

図書館Ｑ＆Ａ！
Ｑ．閉館（室）日は、いつですか？
Ａ． 泗水図書館　国民の祝日・休日、月曜日・毎月末日・
　　 年末年始　中央公民館図書室　国民の祝日・休日、火曜日・

第 1 日曜日・年末年始　七城・旭志公民館図書室　国民
の祝日・休日、日曜日・年末年始　となっています。

※ 広報きくち１月号 31 ページ「お薦め図書」の児童氏名のふ
りがなに誤りがありました。お詫びして訂正します。

　誤）松岡直音（まつおか おとね）さん
　正）松岡直音（まつおか なお）さん
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問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

わいふ一番館だより

つるし雛展示会　高山和子
期　間　２月 13 日㈬～３月 10 日㈰
　楽しいひなまつりの行事に、つるし雛を添えました。
女の子の健やかな成長と幸せの願いを込めた作品です。

第３回わいふ一番館企画展
文教の郷・菊池 ─菊池学と先哲─
期　間　～３月 31 日㈰
　文教菊池の土台を築きあげた 15 世紀、そして近代文教
の祖・渋江紫陽、木下梅里は、優れた人材を世に数多く
輩出して文教菊池の名は高まり
ました。今回は近代文教にスポ
ットを当て企画しました。ぜひ
ご来館ください。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

木
と
ふ
れ
あ
う
自
然
体
験

　
上
手
に
木
材
を
生
か
し
て
い
た
生
活

は
、
す
っ
か
り
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

で
、
自
然
の
恵
み
を
感
じ
る
「
木
の
あ

る
暮
ら
し
」
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
た
薪
割
り
体

験
。
そ
の
薪
を
使
っ
て
石
窯
で
ピ
ザ
づ

く
り
や
羽
釜
で
ご
飯
炊
き
も
体
験
で
き

ま
す
。
ま
た
、
蔵
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
が

あ
り
、
火
を
灯
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昔
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

だ
っ
た
竹
…
…
。
竹
と
ん
ぼ
、
竹
箸
、

竹
馬
や
竹
籠
な
ど
竹
を
使
っ
た
木
工
体

験
。
大
人
も
子
ど
も
も
木
登
り
を
安
全

に
楽
し
め
る
森
の
ぶ
ら
ん
こ
（
ツ
リ
ー

イ
ン
グ
）
な
ど
、
多
様
な
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
木
と
ふ
れ
あ
い
、
木
を
使
い
、
木
を

知
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
木
の
あ
る

暮
ら
し
を
感
じ
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
、

環
境
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

認定番号第特別 H23-1 号   
推薦者  辺田区

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○32

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０認定番号第特別 H23-2 号   

推薦者  岩平区

石釜ピザづくり体験

「
訪
問
買
取
」

　　

今
月
は
こ
の
た
び
改
正
さ
れ
た
特

定
商
取
引
法
の
「
訪
問
買
取
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
貴
金
属
な
ど
を
中
心
に
訪
問
し
て

品
物
を
買
い
取
る
、「
訪
問
買
取
」
に

関
す
る
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
激
増
し
て
い
ま
す
。

　

典
型
的
な
例
と
し
て
、
▼
業
者
か

ら
「
不
要
な
着
物
を
買
い
取
る
」
と

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
電
話
が

あ
り
、
処
分
し
て
も
よ
い
着
物
が
あ
っ

た
の
で
来
訪
を
承
諾
し
た
▼
そ
の
後
、

若
い
男
性
が
家
に
来
て
、
着
物
の
価

格
は
３
０
０
円
と
言
わ
れ
、
あ
ま
り

に
も
安
い
と
思
っ
た
が
不
要
だ
っ
た

の
で
了
解
し
た
▼
す
る
と
業
者
は
「
つ

い
で
に
貴
金
属
の
鑑
定
を
し
て
あ
げ

る
」
と
執
拗
に
言
い
、
怖
か
っ
た
の

で
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
指
輪
・
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
を
見
せ
た
▼
業
者
は
３
点
全
て
を

１
７
０
０
円
で
買
い
取
る
と
言
い
代

金
と
領
収
書
を
渡
し
た
。
宝
石
３
点

は
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
以
上
し
た
も
の

で
あ
ま
り
に
も
安
い
と
思
っ
た
が
、

怖
く
て
断
れ
な
か
っ
た
。

　
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。「
訪
問
販

売
」
に
つ
い
て
は
法
律
の
規
制
が
あ

り
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
制
度
や
再

勧
誘
禁
止
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、「
訪
問
買
取
」
に
つ
い
て
は
規

制
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
法
律
の
改
正
で
、「
訪
問
買

取
」
も
「
訪
問
販
売
」
と
同
じ
よ
う

に
法
の
規
制
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、

訪
問
販
売
と
同
じ
よ
う
に
、
▼
業
者

の
氏
名
・
名
称
・
目
的
物
品
の
種
類

の
明
示
義
務
▼
希
望
し
な
い
も
の
に

対
す
る
勧
誘
意
思
確
認
の
禁
止
。
つ

ま
り
、
い
き
な
り
「
不
要
の
着
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か
、
買
い
取
り
ま
す
」

と
訪
問
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
訪
問
買
取
特
有
の
規
定

で
す
。
さ
ら
に
物
品
の
種
類
・
購
入

価
格
・
代
金
の
支
払
い
時
期
・
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
・
引
き
渡
し
の
拒
絶
に

つ
い
て
嘘
を
言
っ
た
り
、
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
わ
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
業
者
が
品
物
を
転
売
し
て

し
ま
う
と
回
収
で
き
な
く
な
る
た
め
、

契
約
を
し
て
も
品
物
の
引
き
渡
し
を

一
定
期
間
拒
絶
で
き
、
売
主
の
手
元

に
置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

不
明
な
点
や
相
談
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
す
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑯

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

　
「
妙
見
の
樟
」
は
辺
田
区
の
東
部
に

あ
り
、
地
元
で
は
こ
の
樟
を
「
上
霍

神
社
」・「
妙
見
さ
ん
」
と
呼
び
、
古

く
か
ら
「
水
の
神
様
」
と
し
て
祭
っ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
15
年
天
然
記
念
物
と
し
て
文

部
大
臣
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
が
、

条
例
改
正
に
よ
り
指
定
を
外
さ
れ
、

現
在
は
市
指
定
の
天
然
記
念
物
と
し

て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
木
に
は
、
祈
願
す
る
と
雨

の
恵
み
を
得
ら
れ
る
こ
と
や
、
白
蛇

が
住
み
つ
い
て
木
の
主
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
神
木
の
お
か
げ
で
辺
田
区

内
に
大
火
が
な
い
こ
と
な
ど
の
口
伝

が
あ
り
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
周
辺
の

清
掃
や
献
花
が
行
わ
れ
、
毎
年
９
月

18
日
に「
妙
見
祭
」が
行
わ
れ
る
な
ど
、

地
元
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

城
跡
は
、
四
町
分
字
塚
原
の
背
後

の
標
高
２
２
３
㍍
の
丘
陵
地
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
、
菊
池
か
ら
阿
蘇

二
重
峠
に
至
る
山
越
え
道
の
西
側
で
、

北
東
の
麓
に
岩
下
の
集
落
を
望
む
高

台
に
な
っ
て
お
り
、
城
跡
に
は
４
つ

の
石
碑
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
城
跡
は
近
く
に
あ
る
市
成
・
掛
幕
・

五
社
尾
の
諸
城
に
比
べ
て
、
は
る
か

に
低
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
眺
望
は
良

く
、
食
・
住
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
成
城
の
後
備
で
、

阿
蘇
、
日
田
方
面
に
備
え
た
城
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
市
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

地
元
岩
下
地
区
で
草
刈
・
整
備
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
４
月
の
第
１
日

曜
日
に
は
城
跡
で
先
祖
祭
り
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
地
元
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

妙み
ょ
う
け
ん
見
の
樟く
す

黄こ
が
ね
づ
か
じ
ょ
う

金
塚
城
跡

部
落
差
別
の
解
消
に
向
け
て

　
地
域
人
権
教
育
指
導
員

　
糸い

と
お
か岡
勇ゆ

う
じ二

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       89

　
江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
部
落
差
別
に

よ
っ
て
地
区
の
人
々
は
苦
し
い
思
い

を
余
儀
な
く
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
身
分
と
職

業
が
平
民
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を

宣
言
し
た
「
解
放
令
」
が
発
布
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の

身
分
制
度
は
制
度
の
上
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
解
放
令
」

は
呼
称
廃
止
と
身
分
・
職
業
を
平
民
と

同
一
に
扱
う
こ
と
を
形
式
的
に
明
ら
か

に
し
た
に
す
ぎ
ず
、
地
区
の
人
々
に
対

す
る
生
活
の
向
上
を
保
障
す
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
も
、
周
り
の
人
々
の
差
別
意

識
を
な
く
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
部

落
差
別
が
制
度
的
差
別
か
ら
社
会
的
差

別
に
変
わ
っ
て
い
く
節
目
と
も
言
え
ま

す
。

　
ま
た
、
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に

全
国
的
規
模
で
作
ら
れ
た
戸
籍
で
あ
る

「
壬じ

ん
し
ん申
戸
籍
」
に
、
差
別
呼
称
が
記
載

さ
れ
る
な
ど
、
依
然
、
同
和
地
区
に
対

す
る
差
別
意
識
は
根
強
く
残
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）

年
に
国
が
閲
覧
禁
止
の
通
達
を
出
す
ま

で
差
別
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
解
放
令
」
か
ら
50
年
後
、
政
府
に

は
任
せ
て
お
け
な
い
と
、
厳
し
い
差

別
の
中
で
苦
し
ん
で
き
た
人
た
ち
が

立
ち
上
が
り
、「
全
国
水
平
社
」
を

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
創
立
し
、

差
別
す
る
こ
と
の
お
か
し
さ
を
正
し
て

い
こ
う
と
す
る
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
方
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
、
国

に
対
し
て
同
和
対
策
審
議
会
答
申
が
出

さ
れ
、
部
落
差
別
の
解
消
は
行
政
の
責

務
で
あ
り
国
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、１
９
６
９（
昭

和
44
）
年
に
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
よ
う
や

く
国
に
よ
る
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
い
間
の
差

別
の
結
果
生
じ
た
同
和
地
区
の
生
活
環

境
な
ど
の
低
位
性
が
国
民
の
心
理
的
差

別
を
助
長
し
、
心
理
的
差
別
が
実
体
的

差
別
を
再
生
産
す
る
と
い
う
悪
循
環
を

絶
つ
た
め
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
結
果
、

生
活
環
境
な
ど
に
お
い
て
は
一
定
程
度

の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
婚
や

就
職
に
際
し
て
の
差
別
事
象
、
差
別
落

書
き
な
ど
が
後
を
絶
た
ず
、
部
落
差
別

解
消
に
向
け
た
教
育
・
啓
発
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
、２
０
０
０（
平
成
12
）年
、

「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
菊
池
市
に
お
い
て
も
、「
菊
池
市
部

落
差
別
等
撤
廃
・
人
権
擁
護
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
人
権
教
育
・
啓

発
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
実
施
し
た

「
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
で

は
、
結
婚
に
際
し
て
「
親
と
し
て
関
係

な
く
賛
成
す
る
」「
子
ど
も
の
意
見
を

尊
重
す
る
」
が
９
割
を
越
え
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
完
全
解
決
に
は
至

っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
は
、「
科
学
的
に

は
何
の
根
拠
も
な
い
、
お
か
し
い
」
と

考
え
て
も
、「
世
間
の
常
識
」
に
従
っ

た
方
が
無
難
で
あ
る
と
い
う
傾
向
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
迷
信
や
不
合
理
な
偏

見
、
因
習
に
と
ら
わ
れ
た
主
体
性
の
な

い
生
活
態
度
や
価
値
観
は
、
結
果
と
し

て
部
落
差
別
や
い
じ
め
、
障
が
い
者
差

別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
残
す
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
差
別
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
事
実
を
正
し
く
学
び
、
誤
っ
た
考

え
方
を
自
ら
正
し
て
い
く
こ
と
が
、
同

和
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

梅野秀和写真展「一本桜響宴」
期　間　～２月５日㈫
　何十、何百と桜が咲き競
う光景も見事ですが、一本
だけでも、有名でなくても、
心に残る桜があります。九
州各地の一本桜をタペスト
リーに展示します。約30点。

第 10 回菊池わいふのひなまつり
期　間　２月９日㈯～３月 17 日㈰
　２月９日㈯のオープニングから期間中さまざまなイベ
ントを開催します。講演会や折り紙教室・着付け体験な
ど楽しい催しを開きますのでぜひご参加ください。
　また、オープンスクール「菊池一族ゆかりの女性」を、
２月 20 日㈬・27 日㈬・３月６日㈬に開きます。詳しく
は 32 ページをご覧ください。

開館時間　午前９時～午後５時30分
※期間中の休館日はありません。

羽釜でご飯炊き体験
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市
有
財
産
（
車
両
）
を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す

　
平
成
25
年
５
月
期
申
出
書
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
地
を
農
地
以
外
の

用
途
に
充
て
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
農
振

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
や
、
農
振
農
用
地
区
域
へ
の
編

入
を
し
た
い
場
合
に
は
、
農
用
地
利
用
計

画
の
変
更
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
期
限　
４
月
10
日
㈬

※�

内
容
や
書
類
に
不
備
な
ど
が
あ
る
と
受

け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　
農
林
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出

書
を
受
け
付
け
ま
す

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

お
知
ら
せ

廃
車
手
続
き
を
し
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車
（
50
㏄
～
１
２
５
㏄
の
バ
イ

ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
作
業
用
車

両
も
含
む
）
に
、
そ
の
年
の
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
現
在
車
両
が
無
く
使

用
し
て
い
な
く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し

て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
そ
の
よ
う
な
車
両
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
速
や
か
に
廃
車
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

変
更
・
移
転
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
変
更
登
録
の

手
続
き
を
、
自
動
車
の
所
有
者
の
名
義
が

変
わ
っ
た
場
合
は
移
転
登
録
の
手
続
き

を
、
15
日
以
内
に
す
る
よ
う
法
律
（
道
路

運
送
車
両
法
）
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
怠
る
と
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る

介護予防ミニ講座
認知症予防シリーズ③

～脳の活性化～
① 地域や友人など、人とのお付き合いを積極的に

持ちましょう
　家にこもってテレビと向き合う生活は、脳の老
化を進めてしまいます。人と接することにより、
刺激を受けたり、他人に気を使ってみたり、おし
ゃれにしてみたりなど、コミュニケーションを取
ることは脳への刺激を与え活性化させます。
②趣味や楽しみを持ちましょう
　趣味を持つことにより、仲間とのコミュニケー
ションを取る機会ができ脳が活性化します。また、
ストレス解消にもつながります。特に頭だけでな
く、手を同時に使うことによって脳細胞が活性化
するといわれていますので、積極的に身体を動か
しましょう。　　
◦�主に創造的なもの　園芸、絵画、楽器演奏、俳

句、料理など
◦主に頭を使うもの　囲碁、将棋など
◦ 主に身体を使うもの　カラオケ、散歩、水泳、

旅行など

問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ 0968(25)7216

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
・
移

転
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦�

軽
２・３・４
輪
車
に
つ
い
て

　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　
☎
０
９
６
（
３
６
９
）
６
８
２
９

◦
自
動
２
輪
車
に
つ
い
て

　
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
６

◦�

50
㏄
～
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業

用
車
、
ミ
ニ
カ
ー
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
６

　
泗
水
総
合
支
所
で
使
用
し
て
い
た
庁
用

車
を
公
売
し
ま
す
。

　
な
お
、
次
の
８
台
は
平
成
24
年
７
月
12

日
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
水
害
に
遭
っ

た
車
両
の
た
め
、
起
動
の
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
状
の
ま
ま
で
の
売
却
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

売
払
い
物
件

①
車
種
名

②
初
年
度
登
録
年
月

③
車
検
有
効
期
間

④
走
行
距
離
（
平
成
24
年
12
月
末
現
在
）

⑤
最
低
売
払
価
格
（
消
費
税
込
）

▼ 

１
号
物
件　

①
ダ
イ
ハ
ツ
ム
ー
ブ
軽
自
動
車
Ａ
Ｔ

②
平
成
8
年

③
平
成
25
年
６
月
16
日

④
14
万
９
１
０
９
㎞

⑤
１
万
円

▼ 

２
号
物
件

①
ト
ヨ
タ
ダ
イ
ナ
２
ｔ
ダ
ン
プ
Ｍ
Ｔ

②
平
成
21
年
10
月

③
車
検
な
し

④
10
万
６
５
９
２
㎞

⑤
１
万
円

▼
４
号
物
件

①
ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
普
通
自
動
車
Ａ
Ｔ

②
平
成
14
年
７
月

③
平
成
25
年
７
月
25
日

④
７
万
９
６
９
８
㎞

⑤
５
万
円

▼ 

５
号
物
件

①
ダ
イ
ハ
ツ
ム
ー
ブ
軽
自
動
車
Ａ
Ｔ

②
平
成
11
年

③
車
検
な
し

④
10
万
４
２
４
２
㎞

⑤
１
万
円

▼ 

６
号
物
件

①
ス
ズ
キ
エ
ブ
リ
ー
軽
貨
物
Ａ
Ｔ

②
平
成
21
年
７
月

③
平
成
25
年
７
月
16
日

④
２
万
６
１
２
㎞

⑤
５
万
円

▼ 

７
号
物
件

①
ダ
イ
ハ
ツ
ア
ト
レ
ー
ワ
ゴ
ン

　
軽
自
動
車
Ａ
Ｔ

②
平
成
23
年
７
月

③
平
成
26
年
７
月
10
日

④
１
万
６
２
５
０
㎞

⑤
５
万
円

▼ 

８
号
物
件

①
ダ
イ
ハ
ツ
ム
ー
ブ
軽
自
動
車
Ａ
Ｔ

②
平
成
９
年

③
車
検
な
し

④
９
万
９
４
５
５
㎞

⑤
１
万
円

申
込
期
間　
２
月
５
日
㈫
～
14
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

入
札
・
開
札

◦
と　
き　
３
月
25
日
㈪　
午
前
10
時

◦
と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
舎
３
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

※�

入
札
参
加
資
格
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
財
政
課
入
札
管
財
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
５

　
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
を
受
け
て
、
家
畜
伝
染
病
予
防

法
が
改
正
さ
れ
、
家
畜
・
家
き
ん
な
ど
の

所
有
者
は
、
毎
年
１
回
の
定
期
報
告
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
家

畜
伝
染
病
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
家
畜

を
１
匹
で
も
飼
っ
て
い
る
人
（
小
規
模
飼

養
者
）
も
、
同
様
に
年
1
回
の
報
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
、
定
期
報
告
書
を
提
出
し
た
人
に

は
報
告
様
式
を
配
布
し
ま
す
。
家
畜
を
１

匹
で
も
飼
っ
て
お
り
、
ま
だ
報
告
を
し
て

い
な
い
人
は
、
農
林
振
興
課
畜
産
係
ま
た

は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
の
畜
産
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

報
告
が
必
要
な
家
畜　
牛
・
馬
・
鹿
・
め

ん
羊
・
山
羊
・
豚
・
猪
・
鶏
・
ア
ヒ
ル
・

ウ
ズ
ラ
・
キ
ジ
・
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
・
七
面
鳥
・

合
鴨
・
軍
鶏
・
ダ
チ
ョ
ウ
な
ど
（
ハ
ト
や

イ
ン
コ
な
ど
の
報
告
は
不
要
で
す
）

※�

報
告
の
有
無
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
振
興
課
畜
産
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

鶏
・
山
羊
・
猪
な
ど
を

飼
っ
て
い
る
人
へ

２号物件　トヨタダイナ

３号物件　スズキエブリー

７号物件　ダイハツアトレー

　
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
人
を
救
済
す
る

目
的
で
、
全
労
済
の
「
交
通
災
害
共
済
」

の
事
務
を
本
市
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

来
年
度
か
ら
全
労
済
が
直
接
事
務
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
今

後
も
継
続
し
て
共
済
に
加
入
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
全
労
済
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。
詳
し
く
は
全
労
済
か
ら
２
月
初

旬
に
発
送
さ
れ
る
継
続
加
入
の
通
知
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
防
災
交
通
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
３

　
全
労
済
熊
本
県
本
部

　
☎
０
９
６
（
３
７
２
）
０
６
３
１

菊
池
市
民
交
通
災
害
共
済
の
取

り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
り
、
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

低
下
し
た
場
合
、
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど

の
財
産
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入

所
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
を
自
分
で
行
う

こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
本
人
に
代
わ
っ

て
、
法
的
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
成
年
後

見
人
な
ど
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
人
を

保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度

で
す
。

　
利
用
を
検
討
し
て
い
る
人
や
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
窓
口

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

成
年
後
見
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

④
７
８
６
２
㎞

⑤
10
万
円

▼ 

３
号
物
件

①
ス
ズ
キ
エ
ブ
リ
ー
軽
自
動
車
Ａ
Ｔ

②
平
成
12
年

③
車
検
な
し
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番
号 工事名 工事場所 落札者

落札額
落札率 指名

業者数
事業

担当課予定価格

1 平成 24 年度隈府中央線整備工事 隈府 ㈱荒木建設 73,500,000 98.4% 11 土木課74,721,150

2 平成 24 年度
菊池テクノパーク線道路改良工事 旭志川辺 ㈱岩根商会 45,885,000 97.9% 9 旭志総合支所 

産業建設課46,853,100

3 平成 24 年度
菊池ふれあい清流公園災害復旧工事 片角 ㈱竹崎建設 21,105,000 97.7% 12 都市整備課21,609,000

4 平成 24 年度
林道鞍岳線１号箇所災害復旧工事 原 ㈱八方建設 20,055,000 99.0% 13 農林整備課20,262,900

5 平成 24 年度
温泉センター村の上線道路改修工事 七城町林原 ㈱七城建設 30,030,000 98.7% 7 七城総合支所 

産業建設課30,413,250

6 平成 24 年度
小野崎花房線道路舗装工事（２工区） 七城町蘇崎 ㈱三牧建設工業 29,032,500 98.5% 13 七城総合支所 

産業建設課29,487,150

7 平成 24 年度
小野崎花房線道路舗装工事（１工区） 七城町蘇崎 ㈱七城建設 16,327,500 98.5% 13 七城総合支所 

産業建設課16,567,950

8 平成 24 年度立石野間口線道路舗装工事 隈府 川口建設㈱ 20,370,000 98.8% 13 土木課20,627,250

9 平成 24 年度七坪小楠野線道路改良工事 小木 志築建設㈲ 16,989,000 98.7% 12 土木課17,218,950

10 平成 24 年度神来区配水管布設替工事 野間口 ㈲磧上水道 21,153,300 97.8% 11 水道局21,630,000

11 平成 24 年度
高柳四季の里線道路災害復旧工事（２工区） 旭志麓 ㈲岩根工業 68,775,000 98.3% 9 土木課69,975,150

12 平成 24 年度
高柳四季の里線道路災害復旧工事（１工区） 旭志麓 ㈱江上建設 83,265,000 98.5% 9 土木課84,565,950

13 平成 24 年度朝日東団地Ｂ工区建築工事 泗水町吉富 ㈱八方建設 81,112,500 99.0% 7 都市整備課81,942,000

14 平成 24 年度朝日東団地Ｃ工区建築工事 泗水町吉富 ㈱吉安建設 74,025,000 99.0% 7 都市整備課74,789,400

15 平成 24 年度朝日東団地Ｄ工区建築工事 泗水町吉富 ㈱美麗建設工業 61,540,500 98.8% 7 都市整備課62,262,900

16 平成 24 年度
朝日東団地（Ａ－１）工区建築工事 泗水町吉富 ㈱斉藤工務店 35,542,500 98.5% 5 都市整備課36,079,050

17 平成 24 年度
朝日東団地（Ａ－２）工区建築工事 泗水町吉富 ㈱水上工務店 45,255,000 98.7% 5 都市整備課45,858,750

18 平成 24 年度朝日東団地集会所建築工事 泗水町吉富 ㈲石原工務店 21,346,500 98.7% 8 都市整備課21,631,050

19 平成 24 年度隈府中央線街路灯整備工事 隈府 ㈲城北電気工事 31,602,900 98.7% 7 都市整備課32,005,050

20 平成 24 年度朝日東団地屋外電気工事 泗水町吉富 ㈲水元電工 20,475,000 98.0% 7 都市整備課20,884,500

21 平成 24 年度
朝日東団地（Ｃ－Ｅ工区）電気工事 泗水町吉富 （資）藤原電工 12,495,000 96.5% 7 都市整備課12,948,600

22 平成 24 年度
朝日東団地（Ａ－Ｂ工区）電気工事 泗水町吉富 ㈱九電工

菊池営業所
13,335,000 95.9% 7 都市整備課13,906,200

23 平成 24 年度朝日東団地屋外管工事 泗水町吉富 ㈱高宮城工業
菊池営業所

15,120,000 97.7% 11 都市整備課15,479,100

24 平成 24 年度
朝日東団地（Ａ－Ｂ工区）管工事 泗水町吉富 熊本利水工業㈱

菊池支店
17,377,500 97.0% 11 都市整備課17,910,900

25 平成 24 年度
朝日東団地（Ｃ－Ｅ工区）管工事 泗水町吉富 ㈲クドウ工業 16,905,000 97.5% 11 都市整備課17,336,550

26 平成 24 年度
菊池市立旭志体育館災害復旧工事 旭志小原 ㈱七城建設 48,510,000 98.8% 5 社会体育課49,102,200

※落札額が 1 千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび財政課で閲覧できます。公共事業入札の公表

入札 ( 開札 ) 日：①平成 24 年 11 月 30 日、②～⑩ 12 月 12 日、⑪～㉕ 12 月 18 日、㉖ 12 月 21 日 （税込・円）

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
で
募
集
し
て
い

ま
し
た
、
菊
池
市
泗
水
町
富
の
原
に
新
し

く
誕
生
す
る
公
園
の
名
前
は
、「
憩
い
の

森
公
園
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
憩
い
の
森
公
園
」
と
い
う
名
前
の
と

お
り
、
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う

に
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
整
備
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

公
園
の
名
前
が

決
定
し
ま
し
た
！

コンビニで納付できる納付書には、バーコードが印字され
ています

　
平
成
25
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
け
付
け
を
３
月
か
ら
開
始
し
ま

す
！
万
一
の
け
が
に
備
え
て
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

対　
象　
５
人
以
上
で
活
動
す
る
団
体

補
償
内
容　
団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団
体

活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故

保
険
の
内
容　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保

険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

掛　
金

◦
中
学
生
以
下　
年
額
８
０
０
円
～

◦�

高
校
生
以
上
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
（
２
１
３
）
９
０
１
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

利用できるのは２月１日以降発行分からの納付書です
　これまで、市役所窓口や金融機関でしか納付でき
なかった上下水道料金などが、２月１日から全国の
コンビニエンスストア（以下コンビニ）でも納付で
きるようになりました。コンビニ収納は、休日や夜
間などいつでも納付が可能です。
コンビニで収納できる料金
　水道料金、下水道（浄化槽）
使用料取り扱いコンビニ店舗　エブリワン、サンク
ス、セブン ‐ イレブン、デイリーヤマザキ、ファミ
リーマート、ヤマザキデイリーストア、ローソン、サー
クルＫ、ポプラ、ココストアなど
※納付書に記載してありますのでご確認ください。

納付書の様式が変わります
　コンビニ収納の開始により２月１日から発行する
納付書の様式が変わります。納付の際は、記載され
ている納期限をよく確かめてコンビニにお持ちくだ
さい。

コンビニで使用できない納付書
▼納付書１枚あたりの金額が 30 万円を超えるもの▼
金額を手書きなどで訂正したもの▼バーコードの印
字のないもの▼納期限を過ぎたもの▼破損、汚損な
どによりバーコードが読み取れないもの▼平成 25 年
１月までに作成されたもの
ゆうちょ銀行（郵便局）窓口での取り扱いについて
　２月１日以降に発行した納付書は、九州内（沖縄
県を除く）のゆうちょ銀行（郵便局）窓口で納付で
きます。納期限の過ぎた納付書はお取り扱いできま
せん。また、ATM での納付もできませんのでご注意
ください。

上下水道料金などの納付は口座振替が便利です
　「ついうっかり上下水道料金などの納付を忘れ
た！」「仕事が忙しくて納付に行けない！」「毎月の
納付が面倒くさい！」そんな経験ありませんか？
　口座振替を利用すると、上下水道料金などの収め
忘れもなく、水道局や金融機関へ出向く必要もあり
ません。安全、確実で便利な口座振替をご利用くだ
さい。
口座振替をご利用できる金融機関
　菊池地域農業協同組合、肥後銀行、熊本ファミリー
銀行、熊本第一信用金庫、熊本県信用組合、九州労
働金庫、ゆうちょ銀行（郵便局）
口座振替の申込方法
　口座振替を希望する金融機関窓口へ直接申し込ん
でください。申し込みの際、通帳、通帳届出印を一
緒にお持ちください。

問い合わせ先　水道局　☎ 0968（25）1811

２月から

上下水道料金などのコンビニ収納が始まります！
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

募
集

　

憩
い
の
森
公
園
に
は
育
み
の
園
と
い

う
、
約
４
０
０
㎡
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
の

敷
地
が
あ
り
ま
す
。
園
芸
教
室
を
開
き
野

菜
な
ど
を
育
て
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
花
を

育
て
た
り
、趣
味
で
家
庭
菜
園
を
し
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
作
り
ま
し
た
。
利
用
し
た
い
と

い
う
人
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
の
際
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
る
利
用
規
約
を
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限　
３
月
15
日
㈮
必
着

応
募
方
法　
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
、
使

用
面
積
、
利
用
方
法
を
明
記
の
う
え
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
団
体
で
申
し
込
む
場
合
は
、

団
体
名
、
活
動
人
数
、
代
表
者
の
名
前
、

　
岩
本
住
宅
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
に
１
戸
空
き

部
屋
が
生
じ
ま
し
た
の
で
入
居
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
場
所　
旭
志
弁
利
１
１
５
９-

３

家　

賃　

月
額
３
万
円
（
住
宅
使
用
料

２
万
５
千
円
・
共
益
費
５
千
円
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈮
～
２
月
15
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
込
資
格　
次
の
①
～
⑤
の
全
て
に
該
当

「
憩
い
の
森
公
園
」
の
育
み
の

園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

岩
本
住
宅
（
旭
志
）

入
居
者
募
集
！

す
る
こ
と
。

①�
持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
こ
と
。

②�

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
な
ど

も
含
み
ま
す
）
※
単
身
入
居
不
可
。

③�

世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準
内
で
あ

る
こ
と
。
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
合

計
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下
と

21
万
４
千
円
以
下
に
分
か
れ
ま
す
。

④
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤�

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
し

て
い
る
親
族
な
ど
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類　
▼
岩
本
住
宅

入
居
申
込
書
▼
住
宅
状
況
申
告
書
▼
住
民

票
謄
本
ま
た
は
戸
籍
謄
本
（
同
居
予
定
者

全
員
が
記
載
さ
れ
続
柄
が
分
か
る
も
の
）

▼
平
成
24
年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載

事
項
証
明
書
（
18
歳
以
上
の
同
居
予
定
者

全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）
▼
未
納
が
な
い

証
明
書
（
18
歳
以
上
の
同
居
予
定
者
全
員

分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）▼
そ
の
他
証
明
書（
婚

約
証
明
書
、
障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

そ
の
他　
▼
申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に

虚
偽
の
申
告
が
あ
っ
た
場
合
、
入
居
申
し

込
み
は
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
▼
平
成
24
年
度
補
充
入
居
申
し
込

み
を
し
て
い
る
人
で
、
今
回
改
め
て
申
し

込
む
人
は
、
入
居
申
込
書
の
み
提
出
し
て

く
だ
さ
い
▼
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
（
期
日
は
連

絡
し
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

　
平
成
24
年
度
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
職

員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数
な
ど

◦
区
分　
短
大
卒
程
度

◦
職
種　
臨
床
検
査
技
師

◦
採
用
予
定
数　
１
人
程
度

◦�

勤
務
先
と
職
種
内
容　
公
立
菊
池
養
生

園
診
療
所
お
よ
び
菊
池
広
域
保
健
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
、
臨
床
検
査
業
務
に
従

事
受
験
資
格

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
臨
床
検
査

技
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は

取
得
見
込
み
の
人

試
験
日

◦
第
１
次
試
験　
３
月
10
日
㈰

◦
第
２
次
試
験　
３
月
中
旬
予
定

試
験
場
所　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

受
付
期
間　
２
月
18
日
㈪
～
３
月
１
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

職
員
募
集

　
求
職
者
支
援
制
度
と
は
、雇
用
保
険（
失

業
保
険
）
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
（
一

求
職
者
支
援
制
度

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

※�

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
受
付
期
間
外
で
も
受
け
付
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
▼
菊
池
市
内
に
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
人
ま
た
は
１
年
以
上
住
ん
で
い
る

人
の
子
▼
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は
各
種

専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
▼
経
済
的

理
由
で
就
学
困
難
な
人
▼
日
本
学
生
支
援

機
構
そ
の
他
奨
学
金
の
支
給
ま
た
は
貸
し

付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

提
出
書
類　

▼
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

（
学
校
教
育
課
・
各
分
室
教
育
課
に
あ
り

ま
す
）
▼
住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
）
▼
世
帯
全
員
の
所
得
証

明
書
（
６
月
１
日
以
降
に
税
務
課
に
て
取

得
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
在
学
証
明
書

貸
付
額
（
月
額
）

◦
公
立
高
校
（
高
専
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
８
０
０
０
円

◦
私
立
高
校　
　
　
　
３
万
円

◦
公
立
専
門
（
専
修
）
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
４
０
０
０
円

◦
私
立
専
門
（
専
修
）
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
３
０
０
０
円

◦
国
公
立
（
短
期
）
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
４
０
０
０
円

◦
私
立
（
短
期
）
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
３
０
０
０
円

決
定
方
法　
菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

委
員
会
（
６
月
開
催
予
定
）
で
審
議
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

返
還
方
法　

▼
卒
業
後
10
年
以
内
で
返

還
（
無
利
子
）
▼
進
学
す
る
場
合
は
卒
業

ま
で
返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
猶
予
申
請
書
の
提
出
が
必
要
）。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
０

　
各
分
室
教
育
課
（
各
総
合
支
所
内
）

　
家
庭
で
切
っ
た
剪
定
枝
な
ど
を
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合
は
、
必
ず
ご
み

袋
に
入
る
長
さ
（
50
㌢
程
度
）
に
切
っ
て

剪
定
枝
な
ど
を

ご
み
に
出
す
と
き
の
注
意
！

　
大
学
通
信
教
育
に
対
す
る
社
会
の
認
識

と
理
解
を
啓
発
し
、
入
学
希
望
者
に
対
す

る
教
育
内
容
の
説
明
と
学
習
相
談
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

と　
き

　
２
月
16
日
㈯　
正
午
～
午
後
５
時

　
２
月
17
日
㈰　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階

　
　
　
　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１

－

４
）

対
象
者　
一
般
・
高
校
生

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
☎
０
３
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
剪

定
枝
な
ど
に
ご
み
袋
を
結
ん
で
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
剪
定
枝
な
ど
は
可
燃
ご

み
に
な
り
ま
す
の
で
、
赤
色
の
市
指
定
ご

み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
可
燃
ご
み
の
収
集
日
は
地
区
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

　
☎
０
９
６
８
（�

25
）
７
２
１
７

定
の
条
件
あ
り
）
が
、
職
業
訓
練
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目

指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

主
な
内
容　
▼
「
求
職
者
支
援
訓
練
」
ま

た
は
「
公
共
職
業
訓
練
」
を
原
則
無
料
で

受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）
▼
訓
練
期
間
中
お
よ
び
訓
練
終

了
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
な
就
職

支
援
を
行
い
ま
す
▼
収
入
・
資
産
な
ど
の

一
定
要
件
を
満
た
す
人
に
、
訓
練
期
間
中

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

jeed.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
公
共
職
業
安
定
所
職
業
訓
練
係

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
８
６
２
５

住
所
、
連
絡
先
、
使
用
面
積
、
利
用
方
法

を
明
記
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
事
務
局
で
選
考
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
都
市
整
備
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
25
）
５
３
９
８

　
メ
ー
ル

　

toshiseibi@
city.kikuchi.lg.jp

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

申
込
用
紙
は
菊
池
養
生
園

保
健
組
合
総
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
掲
示

板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

yojoen.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
２
８
２
０

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
本庁舎 １月８日㈫ 晴れ 0.031

旭志総合支所 １月８日㈫ 晴れ 0.020
七城総合支所 １月 15 日㈫ 晴れ 0.026
泗水総合支所 １月 15 日㈫ 晴れ 0.023

※ 事故前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での
測定結果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範
囲（0.021 ～ 0.078 マイクロシーベルト／時）

※ 参考　県が測定した同日の測定値は以下のとおりで
した。　　　 　　　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
熊本県保健環境科
学研究所（宇土市）

1 月 8 日㈫ 晴れ 0.030
1 月 15 日㈫ 晴れ 0.029

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou5.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.mext.go.jp/map/ja/area.html
問い合わせ先　環境課環境政策係　☎ 0968(25)7217
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

と　
き　
２
月
25
日
㈪
～
３
月
１
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

を
対
象
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し

い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
28
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
子
育
て
や
家
族
、
仕
事
、
体
の
こ
と
な

ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
こ
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

　
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い

ま
す
。相
談
無
料
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

こ
こ
ろ
の
相
談

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

相
談も

の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
お
悩
み
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
、「
も
の
忘
れ
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。

　
専
門
の
医
師
、
専
門
の
職
員
に
よ
る
相

談
会
で
す
。
ご
家
族
だ
け
で
も
結
構
で
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
26
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
建
物

の
外
壁
に
絵
を
描
い
て
頂
け
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
平
成
９
年
と
10
年
に
菊

池
高
校
生
が
描
い
た
壁
画
を
一
新
す
る
予

定
で
す
。

　
下
絵
描
き
で
の
参
加
、
ペ
ン
キ
塗
り
の

ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
の
応
募
も
受
け
付

け
ま
す
。
学
校
の
卒
業
記
念
や
会
社
の
交

通
安
全
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
み

ん
な
で
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

デ
ザ
イ
ン　
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
（
飲
酒
運
転
撲
滅
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

全
席
着
用
、
反
射
材
の
活
用
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
利
用
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
、
標
語
）

と
こ
ろ　
森
北
生
コ
ン
有
限
会
社
（
菊
池

　
菊
池
さ
く
ら
基
金
と
は
、
市
の
木
で
あ

る
桜
の
保
護
育
成
を
目
的
と
し
た
基
金
で

す
。
市
内
各
地
の
桜
の
名
所
を
、
市
民
憩

い
の
場
所
・
観
光
資
源
と
位
置
付
け
、
桜

の
購
入
、
植
樹
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

活
用
し
ま
す
。

寄
付
金
の
種
類

◦
一
般
寄
付
金

◦�

命
名
権
付
き
寄
付
金　
植
樹
し
た
桜
に

名
前
を
付
け
る
も
の
で
１
口
３
万
円

◦
協
賛
自
動
販
売
機

◦
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
年
会
費

さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
中
で
す
！

　
清
掃
・
植
樹
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

◦
個
人
会
員　
１
０
０
０
円

◦
法
人
会
員　
１
万
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
観
光
協
会

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
０
５
１
３

外
壁
に
絵
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か

菊
池
さ
く
ら
基
金

さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

現在の外壁（森北生コン有限会社）

市
森
北
９
４
２
）
外
壁
（
高
さ
９
㍍
×
幅

30
㍍
）

制
作
時
期　
３
月
上
旬
～
４
月
上
旬

そ
の
他　
必
要
な
道
具
類
や
足
場
な
ど
は

当
協
会
で
準
備
し
ま
す
が
、
現
地
ま
で
の

移
動
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
０
１
１
０

奏
会
実
行
委
員
会　
前ま

え
だ田

　
☎
０
９
０
（
７
９
８
０
）
４
９
８
７

菊
池
市
テ
ニ
ス
協
会
の
設
立
と
会
員
募
集

　
ラ
ブ
オ
ー
ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
菊

池
市
テ
ニ
ス
の
発
展
と
地
域
振
興
を
め
ざ

し
、
協
会
の
設
立
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
協
会
の
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
を
愛
し
、
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し

て
い
る
人
や
競
技
テ
ニ
ス
の
指
導
を
し
て

い
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

協
会
設
立
に
賛
同
し
ご
協
力
い
た
だ
け
る

人
や
会
員
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
竹た

け
も
り森
公き

み
の
り則

　
☎
０
９
０
（
３
０
１
７
）
２
９
８
９

菊
池
郡
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

結
果
報
告

　
平
成
24
年
11
月
25
日
に
大
津
町
総
合
体

育
館
で
菊
池
郡
市
の
各
支
部
よ
り
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
60
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
当
支
部
か
ら
も
９
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
力
の
限
り
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

大
会
結
果　
▼
女
子
40
～
49
歳
ク
ラ
ス　

準
優
勝　
キ
ッ
ズ
、
３
位　
リ
バ
ー
サ
イ

ド
▼
男
子
49
歳
以
下
ク
ラ
ス　
準
優
勝　

ZERO
O
N
E

、
３
位ZERO

69
▼
男
子

50
～
59
歳
以
下
ク
ラ
ス　
３
位　
の
ら
く

ろ
▼
男
女
60
歳
以
上
ク
ラ
ス　
準
優
勝　

第
７
回
菊
池
市
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集
！

と　
き　
２
月
24
日
㈰

と
こ
ろ　
菊
池
市
七
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

部
門
（
６
部
門
）　
①
中
学
生
男
子　

②

中
学
生
女
子　
③
一
般
男
子
（
中
学
３
年

生
以
上
）　

④
一
般
女
子
・
壮
年
（
中
学

３
年
生
以
上
の
女
子
ま
た
は
満
45
歳
以

上
）　
⑤
ビ
ギ
ナ
ー　
⑥
小
学
生

参
加
資
格　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
通

勤
・
通
学
の
人
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
２
月
15
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会　
出で

ぐ
ち口

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
３
７
８
２

　
携
帯
０
９
０
（
５
７
２
９
）
２
９
９
６

菊
池
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３

　
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
で
も
大
歓
迎
で

す
。
入
場
無
料
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
団

員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
17
日
㈰

　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
開
演　
午
後
２
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内　
容　
▼
１
部
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
▼
２
部
：
沖
縄
・
ハ
ワ
イ
音
楽
特
集
▼

３
部
：
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
民
吹
奏
楽
団
演

第
３
回
全
力
会
議
「
次
の
市
長
は
私
だ
」

　
市
長
候
補
予
定
者
の
皆
さ
ん
の
話
を
傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？
各
々
の
夢
や
プ
ラ
ン
、

こ
れ
か
ら
菊
池
市
を
ど
う
導
い
て
い
く
の

か
？
一
人
一
人
聞
く
の
は
大
変
で
す
が
、

予
定
者
の
話
や
議
論
を
一
度
に
傍
聴
で
き

ま
す
。
入
場
無
料
。
市
民
の
質
問
、
本
音

な
ど
も
事
前
に
大
募
集
中
で
す
。

と　
き　
３
月
９
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
七
城
公
民
館
講
堂

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
き
く
ち　
平

た
い
ら

　
☎
０
９
０
（
５
４
８
８
）
２
６
５
１

　
メ
ー
ル

　

m
iraclehead.311@

gm
ail.com

第
14
回
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
互
い
に
親
睦
を
深
め
健
康
的
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
親
子
・
友
人
・
同
僚
を
誘
っ
て
ど
ん
ど

ん
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
豪
華
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

と　
き　
３
月
17
日
㈰
午
前
９
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館

内　
容　
ラ
ン
ク
別
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　
　
（
小
学
生
以
上
）

参
加
費　
１
組
４
０
０
０
円

申
込
期
限　
２
月
22
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　
合
資
会
社
ナ
カ
ガ
ワ　
中な

か
が
わ川

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
７
０
７

正
観
寺

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
菊
池
支
部
事
務
局　
松ま

つ
も
と本

　
☎
０
９
０
（
１
１
６
２
）
７
５
５
７

ヨ
ー
ガ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、「
ヨ
ー
ガ
」

を
し
て
い
ま
す
。
年
齢
な
ど
関
係
な
く
、

誰
に
で
も
で
き
る
「
ヨ
ー
ガ
」
で
す
。

　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
も
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
一
人
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と　
き　

�

２
月
19
日
㈫
（
毎
月
第
３
火
曜

日
）　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ヨ
ー
ガ
は
無
料
で
す
が
、
施
設
使
用
料

（
無
料
～
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト　
田た

し
ろ代

　
☎
０
９
６
８
（
26
）
４
４
４
９

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
募
集

　
菊
池
市
の
市
長
、
議
員
、
公
務
員
の
人

た
ち
が
誰
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
政
策
を
確
認
し
、
市
民
本
位
に
運
営
さ

れ
る
菊
池
市
に
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
代
表　
山や

ま
だ田

　
☎
０
９
６
８
（
23
）
３
６
７
７

市 民 の 広 場
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児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
就
学
児
の
た

め
の
す
く
す
く
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
歌
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

制
作
な
ど
で
す
。
制
作
の
予
定
は
次
の
通

り
で
す
。

と
き
・
内
容

◦
２
月
６
日
㈬　
お
も
ち
ゃ
作
り

◦
２
月
13
日
㈬　

�

バ
レ
ン
タ
イ
ン
用
プ
レ

ゼ
ン
ト
作
り

◦
２
月
20
日
㈬　
お
ひ
な
さ
ま
作
り

◦
２
月
27
日
㈬　

�

３
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作

り

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

準
備
の
都
合
上
、
２
日
前
ま
で
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

す
く
す
く
講
座
開
催

イ
ベ
ン
ト

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認

知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
２
月
19
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階

　
　
　
　
大
研
修
室

※
講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
菊
池
神
社
宮
司
の
坂さ
か
も
と本
杲あ
き
らさ
ん
を
お
迎

え
し
、
お
よ
そ
４
０
０
年
余
り
続
い
た
菊

池
一
族
の
歴
史
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

歴
史
に
関
心
の
あ
る
人
も
、
こ
れ
か
ら
関

心
を
持
っ
て
み
た
い
人
も
、
皆
さ
ん
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

�

菊
池
神
社
儀
式
殿

　
　
　
　
（
菊
池
市
隈
府
１
２
５
７
）

演　
題　
「
菊
池
氏
の
繁
栄
と
歴
史
」

講　
師　
坂
本　
杲
さ
ん

　
　
　
　
（
菊
池
神
社
宮
司
）

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会

　
☎
０
９
６
４
（
28
）
８
３
９
９

　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
１
６
７
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

第
９
回
文
化
財
研
修
会

　
県
と
九
州
看
護
福
祉
大
学
で
は
、
結
婚

や
出
産
な
ど
で
一
時
現
役
を
退
き
就
業
し

て
い
な
い
看
護
師
に
対
し
て
訪
問
看
護
師

の
養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
訪

問
看
護
師
と
し
て
、
再
び
現
役
復
帰
し
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
研
修
を

行
い
、
研
修
修
了
者
に
対
す
る
就
業
支
援

も
行
い
ま
す
。

と　
き　

�

３
月
５
日
㈫
・
８
日
㈮
・
14
日

㈭
・
15
日
㈮
・
19
日
㈫

と
こ
ろ　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
２
階

　
　
　
　
中
会
議
室

と　
き

◦
２
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◦
２
月
11
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
図
書
館
３
階

　
　
　
　
大
研
修
室

※�

対
象
は
個
人
と
し
ま
す
（
業
者
は
お
断

り
し
ま
す
）。

※�

持
ち
帰
り
用
の
バ
ッ
ク
な
ど
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※�

駐
車
場
が
狭
く
混
雑
し
ま
す
の
で
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
県
立
図
書
館　
情

報
支
援
課
支
援
第
１
係

　
☎
0
9
6
（
3
8
4
）
5
0
0
0

訪
問
看
護
師
養
成
研
修
を

開
催
し
ま
す

本
活
フ
ェ
ア

（
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
）

　
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
津
留
今
朝
寿
さ
ん
を

お
招
き
し
、
菊
池
一
族
に
ゆ
か
り
の
あ
る

３
人
の
女
性
に
つ
い
て
学
ぶ
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容

①
２
月
20
日
㈬
「
ド
・
ロ
ー
ラ
・
セ
ツ
コ
」

②
２
月
27
日
㈬
「
徳と

く
と
み冨
愛あ
い
こ子
」

③
３
月
６
日
㈬
「
龍り
ゅ
う　
愛あ
い
か
な
加
那
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
菊
池
夢
美
術
館

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
わ
い
ふ
の
ひ
な
ま

つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
０
５
１
３

西
郷
隆
文
氏
講
演
会

津
留
今
朝
寿
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

～
菊
池
一
族
ゆ
か
り
の
女
性
～

　
平
成
13
年
11
月
よ
り
営
業
を
始
め
て
い

る
養
生
市
場
が
、
店
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

変
更
し
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
前
日
の
２
月
20
日
㈬
は
臨

時
店
休
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
の
養
生
市
場
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　
開
店
日
は
午
前
10
時
よ
り
「
お
姫
様
団

子
入
り
養
生
鍋
」（
先
着
３
０
０
食
）
を

道
の
駅
泗
水　
養
生
市
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
派
遣
労
働
者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と

い
う
働
き
方
を
お
考
え
の
人
を
対
象
に
、

説
明
会
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
８
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
公
共
職
業
安
定
所

内　
容　
▼
労
働
者
派
遣
法
と
労
働
者
派

遣
の
仕
組
み
▼
関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト
▼

労
働
者
派
遣
に
関
す
る
相
談
▼
正
社
員
へ

の
就
職
な
ど
の
相
談

定　
員　
30
人

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
８
６
２
５

　
女
性
や
中
高
年
齢
者
向
け
の
再
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
雇
用
保
険
の
失
業
認

定
に
必
要
な
求
職
活
動
の
実
績
と
な
り
ま

す
。

　
職
場
定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー
は
、
若
年
者

な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
学
び
、
職
場
定

着
率
の
向
上
を
目
指
す
企
業
の
総
務
・
人

事
担
当
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

①
女
性
向
け
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

◦�

２
月
６
日
㈬　
鹿
本
生
涯
学
習
教
育
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

◦�

２
月
８
日
㈮　
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
熊
本
本
校

②
中
高
齢
者
向
け
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

◦�
２
月
６
日
㈬　
鹿
本
生
涯
学
習
教
育
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

◦�

２
月
12
日
㈫　
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
熊
本
本
校

③
職
場
定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー

◦
２
月
13
日
㈬　
菊
池
市
文
化
会
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
熊
本
本
校

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
５
０
０
１

　
メ
ー
ル

　

kk-kum
am
oto@

lec-jp.com

　
司
法
書
士
会
で
は
毎
年
２
月
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

土
地
や
建
物
の
権
利
関
係
を
総
点
検
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

と　
き　
２
月
６
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
不
動
産
の
相
続
・
遺
言
・
そ
の

他
相
続
問
題
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
山
鹿
支
部

　
☎
０
９
６
８
（
43
）
８
６
０
６

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー

再
就
職
・
職
場
定
着
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
熊
本
労
働
局
委
託
事
業
）

司
法
書
士
会

無
料
相
談
所
開
設

西郷隆文さん

研
修
内
容　
講
義
・
演
習

受
講
料　
　
５
０
０
０
円

申
込
期
限　
２
月
28
日
㈭

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
九
州
看
護
福
祉

大
学
熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画
訪
問
看

護
推
進
人
材
育
成
事
業
事
務
局

　
☎
０
９
６
８
（
75
）
１
８
０
０

振
る
舞
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
21
日
㈭
午
前
９
時
開
店

問
い
合
わ
せ
先

　
道
の
駅
泗
水　
養
生
市
場

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
６
１
０
０

　
菊
池
氏
初
代
則
隆
の
子
、
政
隆
を
祖
先

に
持
つ
西
郷
家
32
代
西
郷
隆
盛
（
南
洲

翁
）。
そ
の
西
郷
南
洲
翁
の
ひ
孫
に
当
た

る
西さ

い
ご
う郷
隆た
か
ふ
み文
さ
ん
を
迎
え
、「
西
郷
南
洲

翁
と
今
日
の
日
本
（
仮
題
）」
と
題
し
、

南
洲
翁
が
描
い
て
い
た
国
家
観
と
今
日
の

日
本
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
入

場
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
16
日
㈯

　
開
場　
午
前
９
時

　
開
会　
午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
七
城
公
民
館
講
堂

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
源
吾
に
学
ぶ
会
事

務
局
（
市
長
公
室
国
際
交
流
係
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
２

西
郷
隆
文
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
22
年
鹿
児
島
市
生
ま
れ
。
日
置
南

洲
窯
代
表
。
鹿
児
島
県
陶
業
協
同
組
合
初

代
理
事
長
。
特
定
非
営
利
活
動
法
人
西
郷

隆
盛
公
奉
賛
会
理
事
長
。
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古
こ が

賀　水
み こ と

琴ちゃん
（１歳○七　間所）
父： 修一さん　母： もとみさん

H24年
２月９日
生まれ

パ
パ
、

仕
事
が
ん
ば
れ
！

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成25年３月までに誕生日を迎える

３歳までの子どもの写真を募集しています！
対 象 者 　平成 25 年３月までに誕生日を迎える３歳までの子ども
申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広

報担当まで申し込んでください（写真は後日持参でも可）。

坂
さかもと

本　奏
そ う た

大くん
（１歳○旭 あさひが丘住宅）
父： 大地さん　母： 浩子さん

H24年
２月８日
生まれ

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

大
好
き
♡

※ 熊
くまがい

谷愛
ま な

奈ちゃんは１月号の写真が間違っていたため、
　改めて掲載しています。お詫びして訂正します。

立
たてはら

原　永
え な

愛ちゃん
（３歳○菊　北宮）
父： 健太さん　母： 梨可さん

H22年
２月28日
生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
よ
♡

零
睦
く
ん
大
好
き
♡

 
 

平成 24 年度

©2010 熊本県くまモン

くまモンも
劇にでるモン♪

村
むらかみ

上　華
はる

ちゃん
（１歳○菊　上町）
父： 彰さん　母： 亜由美さん

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ

い
！
お
店
の
ア
イ
ド

ル
で
ー
す
！

H24年
２月３日
生まれ

山
や ま ね

根　健
たける

くん
（２歳○菊　北宮）
父： 哲弥さん　母： 優子さん

H23年
２月３日
生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ

ん
い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♥

古
ふるしょう

庄　唯
ゆ い と

翔くん
（２歳○菊　北原）
父： 穣二さん　母： 尚美さん

H23年
２月２日
生まれ

梅
う め つ

津　はるなちゃん
（３歳○菊　立石）
父： 修さん　母： ちかさん

H22年
２月22日
生まれ

歌
っ
て
踊
る
よ
♡

笑
顔
の
国
だ
よ

ワ
ン
ダ
ホ
ー
♪

三
さんしょう

姓　楓
かえで

くん
（２歳○泗　福本一）
父： 進さん　母： 由美子さん

H23年
２月16日
生まれ

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♡

宮
みやがわ

川　結
ゆ あ

愛ちゃん
（２歳○菊　甲森北）
父： 翔さん　母： さやかさん

♡
も
う
す
ぐ

お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
り
ま
す
♡

H23年
２月22日
生まれ

熊
くまがい

谷　愛
ま な

奈ちゃん
（２歳○菊　袈裟尾）
父： 博憲さん　母： 由紀さん

食
べ
る
の
大
好
き
♡

元
気
い
っ
ぱ
い

だ
よ
！

H23年
１月19日
生まれ

野
の な か

中　煌
こ う た

太くん
（２歳○菊　高野瀬）
父： 弘二さん　母： 香奈さん

H23年
２月９日
生まれ

パ
パ
、お
仕
事

が
ん
ば
っ
て
ね
☆

菅
かん

　萌
も か

花ちゃん
（３歳○泗　北原団地）
父： 智史さん　母： 美紀さん

じ
い
じ
、ば
あ
ば
、

ひ
い
ば
あ
、い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡

H22年
２月３日
生まれ

園
そ の だ

田　啓
ひ ろ と

斗くん
（２歳○泗　富の原一）
父： 純一さん

素
直
に
大
き
く

成
長
し
ま
す

H23年
２月３日
生まれ 松

まつなが
永　怜

れ お
大くん

（１歳○旭　岩本住宅）
父： 充晴さん　母： 聡子さん

H24年
２月５日
生まれ

は
や
く
お
兄
ち
ゃ
ん

た
ち
み
た
い
に
大
き

く
な
り
た
い
な

水
みずかみ

上　灯
あ か り

莉ちゃん
（１歳○旭　楠原）
父： 信彦さん　母： 愛さん

H24年
２月４日
生まれ

歩
け
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
。前
髪
切
っ
た

よ
。ど
う
？

園
そ の だ

田　姫
ひ め か

歌ちゃん
（２歳○泗　富の原台）
父： 秀樹さん　母： 祐歌さん

あ
い
ら
ね
ぇ
ね

大
好
き
♡
み
ん
な

大
好
き
だ
よ
♡

H23年
２月２日
生まれ

深
ふかまち

町　美
み あ

葵ちゃん
（１歳○泗　富出分）
父： 翔平さん　母： 美沙都さん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

お
て
ん
ば
娘
に

成
長
中
で
す
！

H24年
２月８日
生まれ

野
の ぐ ち

口　遥
は る と

翔くん
（３歳○旭　新明団地）

お
歌
と
保
育
園
大
好
き

♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
楓

ち
ゃ
ん
も
大
好
き
♡

H22年
２月24日
生まれ

僕たちは 双 子

野
の ぐ ち

口　颯
は や と

翔くん
（３歳○旭　新明団地）
父： 信愛さん　母： 郁美さん

３
人
の
中
で

ボ
ク
が
１
番

強
い
ん
だ
ぞ
ぉ
！！

H22年
２月24日
生まれ

と　き　２月 23 日㈯
受　付　午後０時 50 分
開　演　午後１時 20 分
ところ　菊池市泗水ホール

問い合わせ先
　菊池市地域包括支援センター
　（高齢支援課内）
　☎ 0968(25)7216

菊池市認知症市民フォーラム

　地域の皆さんが認知症についての理
解を深め、認知症の人を地域で支え合
い、認知症になっても安心して暮らせ
る菊池市を目指すために市民フォーラ
ムを開催します。
　今年は、「地域で支える」をテーマ
に講演、事業報告、認知症劇、映像
をとおして活動の取り組みや小中学生
の学習の様子などをお伝えしていきま
す。
　認知症は身近なことです。認知症に
ついて一緒に考えてみませんか？参加
費は無料です。多数の市民の皆さんの
参加を心よりお待ちしています。

内　容
◦講演　地域のつながりと家族支援
　講師　認知症研究・研修仙台センター　矢

や ぶ き

吹知
と も ゆ き

之さん
◦認知症劇　「私も認知症の人ば見守るよ！」
　菊池市キャラバン・メイト　劇団「くらたけ」
◦菊池市の認知症事業について
◦小中学校サポーター養成講座の実際

２月17日
㈰

宮本内科クリニック（内・循・小） 菊池市 0968（25）2047

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

米田産婦人科医院（産・婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

髙木歯科クリニック 菊池市 0968（25）1963

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

２月24日
㈰

西山医院（内・循・小・リハ） 菊池市 0968（25）2561

矢野医院（外・内） 菊陽町 096（232）5266

杜の里かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

さかい歯科クリニック 菊陽町 096（284）8433

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

３月３日
㈰

武蔵しもむら医院（内・ア・小） 菊陽町 096（339）7561

七城木村クリニック（内・外） 菊池市 0968（26）9555

岩倉整形外科医院（整・形成・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777

金田歯科医院 大津町 096（293）1387

３月10日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

古田医院（内・循） 菊池市 0968（25）2280

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

クローバー歯科・こども歯科 大津町 096（294）6480

２月３日
㈰

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

三隅胃腸科内科外科医院（外・内） 合志市 096（248）6161

菊南皮ふ科医院（皮） 合志市 096（345）0107

わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

２月10日
㈰

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

池田クリニック（婦） 合志市 096（248）8600

永野歯科医院 合志市 096（343）0701

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

２月11日
㈪㈷

古賀医院（内・小・循） 菊池市 0968（38）2222

郷胃腸科内科クリニック（胃・消・内・放） 菊池市 0968（38）2121

笹原整形外科医院（整） 菊陽町 096（232）1165

木庭耳鼻咽喉科医院（ア・耳） 菊池市 0968（24）2551

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

高江バス停前薬局 菊池市 0968（38）0701

休日在宅当番医
※ 変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ

ホンサービスセンター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。
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